
第
十
一
編
交
通
・
運
輸・
治
水

し
か
し
、
世
が
非
常
事
態
に
突
入
し
日
華
事
変
・
太
平
洋
戦
争
と
な
っ
て
着

工
に
至
ら
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

第
十
一
節
鉄
道
駅

空
知
太
駅

北
海
道
炭
礦
鉄
道
会
社
が
砂
川
か
ら
空
知
太
ま
で
鉄
道
を

延
長
し
た
の
は
明
治二
十
五
年
二
月
で
あ
っ
て、
当
時
と
し
て
は
北
海
道
最
北

端
の
終
着
駅
で
あ
っ
た
。
空
知
太
駅
が
で
き
て
か
ら
の
空
知
太
は
俄
然
活
気
を

呈
し
ま
さ
に
そ
の
全
盛
時
代
と
も
い
うべ
き
も
の
で
、
上
川
方
面
へ
行
く
移
住

者
は
ま
ず
空
知
太
駅
で
下
車
し、
空
知
川
を
経
て
空
知
太
市
街
(滝川)

に
入

る
た
め、
駅
前
は
一
杯
屋
を
は
じ
め
各
種
の
商
店
が
軒
を
並べ
た
と
い
わ
れ

る
。
し
か
し
こ
れ
は
長
く
続
か
な
か
っ
た
。

空知太駅と列車

明
治三
十
一
年
七
月
上
川
線
鉄
道
が

敷
か
れ
る
ま
で
は、
道
庁
で
も
空
知
川

を
挟
ん
で
空
知
太
に
一大
都
市
を
建
設

す
る
予
定
で
あ
っ
た
よ
う
で、
こ
の
辺

一
帯
が
市
街
宅
地
割
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
南
空
知
太
に
は
荷
物
を
扱
う
駅

を
、
空
知
川
右
岸
の
北
空
知
太
に
は
旅

客
を
扱
う
駅
を
作
る
計
画
で
あ
っ
た
ら

し
い
が
上
川
線
の
開
通
に
あ
た
っ
て、

滝
川
駅
は
右
岸
から
は
る
か
に
離
れ
て

作
ら
れ
た
た
め、
空
知
太
駅
は
そ
の
必
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要
性
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
う
え
明
治
三
十
一
年
九
月
の
大
水
害
で
多
く
の
住
民
が
旭
川
へ移
っ
て

し
ま
い、
空
知
太
の
大
都
市
計
画
も
流
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
惜
し
い
こ
と
で

あ
っ
た
。

大
正
十
五
年
十
月
二
十
日
に
美
唄
・
砂
川
間
の
複
線
完
成
と
な
っ
た
が
、
滝
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川
ま
で
の
延
長
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で、
空
知
太
駅
は
大
正
十
五
年
九
月
一

日
か
ら
は
空
知
太
信
号
所
と
し
て
開
設
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し、
昭
和
三
十
一
年
十
一
月二
十
日
滝
川
・
砂
川
間
の
複
線
開
通
に
よ

り、
そ
の
必
要
性
が
なく
な
り
廃
止
さ
れ
た。

滝
川
駅

滝
川
駅
は
明
治三
十
一
年
七
月
十
五
日
鉄
道
上
川
線
の
開

通
と
と
も
に、
空
知
太
駅
(奈江村

南
空知太・

現
砂川
市)
を
滝
川
に
移
転
し
て、

滝
川
駅
と
改
称
さ
れ、
翌
十
六
日
か
ら
営
業
を
開
始
し
た
。

大
正
二
年
十
一
月
十
日
下
富
良
野
線
の
開
通
以
後、
旅
客
貨
物
の
輸
送
が
増

加
し
て
駅
舎
・
構
内
配
線・
倉
庫
な
ど
の
設
備
を
次
と々
拡
張
し
て
い
る。

大
正
十
四
年
七
月
五
日
駅
舎
と
構
内
が
狭
く
な
っ
た
の
で、
若
干
こ
れ
を
北

の
現
在
地
に
移
動
し
て
改
築
工
事
に
着
手
し
、
同
年
十
一
月
一日
に
竣
工
し
た
。

昭
和
十
一
年
十
月
、
天
皇
の
御
来
道
に
際
し
跨
線
橋
の
移
設
改
築
並
び
に
構

滝川駅と列車

第
一
章
交
通
・
運
輸

明治時代の滝川停車場

前滝川 駅 大正2年の滝川駅

内
連
動
装
置
な
ど
の
大
改
修
が
行
わ
れ
た。

さ
ら
に
昭
和
十
三
年
北
海
道
人
造
石
油
株
式

会
社
が
滝
川
に
設
置
決
定
と
な
り
翌
十
四
年
六

月
専
用
岐
線
の
布
設
が
着
工
さ
れ、
十
五
年
に

完
成
を
み
て
い
る
が、
終
戦
後
は
人
石
を
解
体

し
て
北
海
道
電
力
滝
川
火
力
発
電
所
が
敷
地、

岐
線
と
も
に
使
用
し
て
い
る。

昭
和三
十
七
年
老
朽
駅
舎
の
新
改
築
を
行

い、
総
工
費
六
、五
〇
〇
万
円
を
も
っ
て
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
一
部
地
下
一
階
(一
階

八
九
〇
平
方
メー
ト
ル、
二
階
七二
〇
平
方
メー
ト
ル、

地
下二
二
六
平方
メー
ト
ル)
延
一
、
八
三
六
平
方

メ
ー
ト
ル
が
同
年
十
二
月
十
四
日
に
竣
工
開
営

大正2年駅構内
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し
た
。

第
十
一
編
交
通
・
運
輸
・
治
水

な
お
駅
舎
改
修
と
あ
わ
せ
て
駅
前が
狭
く、
市
の
表
玄
関
と
し
て
ふ
さ
わ
し

く
な
い
こ
と
か
ら
、駅
前
広
場
を
造
成
す
る
こ
と
に
な
り、翌

三
十
八
年
十
月
に

着
手、家

屋
の一
部
を
移
転
さ
せ
て
間
口
七
五
メー
ト
ル、奥

行
四
〇
メ
ー
ト
ル

規
模
の
路
盤
工
事
と
舗
装
工
事
と
あ
わ
せ
て
駅
前
ロー
タ
リ
ー
式
道
路
が
同
年

十
一
月
に
完
成
し
た。
さ
ら
に
現
在
の
噴
水
の
あ
る
広
場
と
な
っ
た
の
は
昭
和

五
十
二
年
夏
か
ら
家
屋
の
撤
去
が
始
ま
り、
翌
五
十三
年
に
広
場
の
公
園
化
を

は
か
っ
た
も
の
で
五
十
四
年
四
月二
十
八
日
に
竣
工
を
み
た
も
の
で
あ
る
。

歴
代
駅長

七
代
五
代
佐
藤
権
十
郎

不 不不 不 不

三代
荻
野

操

九
代
今
村
豊
吉

二
代
白
尾
金
太
郎

重
山
寿
一
郎

三
代
山
田
太
作
大
正三
・
九三

詳 詳 詳 詳 詳

初
代
三
原
喜
一
郎
明
治
三
・
七・一六

一五代
渡
辺
栄
助

一九代
小
栗
富三
郎
ク
一四・
八・三

三
代

一五代
今
村
順
一
か
二三・
三・三ー

二三
代

二七代
川
井
小
太
郎
〃
二七・

三・一〇
二八代

元
代
堀
川
勝
蔵
♪

三
代
西
田
政
次
郎
ク
元
・
三・10

三
代

三
代
柏
木
米
一
ク

壹
代
樋
口
尚
雄
ク
四七・
二・10

云
代
橘

元
代
大
島
光
雄
ク
五
・
二・10

貨 物 小荷物 乗
区

到 発 中 到 発 降降

人

員 分着 送 継 着 送

扱

一九八、三六〇
二三、三ニ

ト
ン

五九七、六〇〇
一四〇、七六〇
五一、八四〇個

三、三
九、二〇〇人

昭
和
四
〇
年五五一
ミ
ニ
ト
ン

一、六六〇
元
一 一四四個

六、四七〇人

一
日
平
均

扱 一五八、三三四

七三、三
セト
ン

一、一九三、〇九四

一、三
四、〇三
人

昭
和三
年
度

八一七
二三三
ト
ン

三四五
一八四
三二〇
個

四、三言
人

<
北
海
道
鉄
道
管
理
局
資
料
・
町
勢
要
覧
・
市
統
計
書
>

四五、三三八

四〇、六六〇ト
ン

三三四、〇四四

三元、四一人
昭
和
八年
度

二九四、二二〇
四三、九二〇ト

ン 〇
〇二

、四
三 六六、二四〇
七五、六〇〇

個

一、五二四、二四〇人

数

昭
和
五
二
年

七七、〇七一

六九、三三
ト
ン

一、三元、二00
一、二四五、九〇〇人
昭
和三
年
度

降 乗

到
着
貨
物

発
送
貨
物 客 客

二九、四七
二三、七七〇ト

ン

七九、八〇四

七七、二〇三人

明
治
四
年
度

運
輸
概
況
(滝
川
駅
)

構
内
最
大
長
二、

一九
七
メ
ー
ト
ル

構
内
総
面
積
二
七
万
三
、
八
六〇
平
方
メー
ト
ル

不二
七
四
四
メ
ー
ト
ル

国
鉄
二
万三
、
三
一
六
メ
ー
トル

二
万
九、
七〇
七
メ
ー
ト
ル北
電
五
、
六
一
七
メ
ー
ト
ル

構
内
総
延
長

計
二
三
〇

運
転
係
四
六

貨
物
係

七 1
庶
務
係

八
長

職
員
数
(昭
和
五
十
四
年
七
月
現
在
)

駅 元
代
横
江
嘉
道
昭
和
五
・
三
10

運
輸
指
導係

構
内
指
導
係
六
七

旅助

旅
客
係

客

系 役二
四七

二
六

踏
切
保
安
係

輸
送
係
二
一

小
荷
物
係
一三

運
転
主
任

七

芸
代
大
森
猛
夫
々
五
・
二・10

言
代
飛
島
正
雄
少
四九・
二・
九

忠
雄
少
四五・
二・10

清
水
清
一
少
四〇・二・

一
阿
部
清
吉
〃
芸
・
二・二〇

山
本
広
治

"
三
・
三・三

末
広

忠
ク
二五・三

・二六
三四代

石
崎
泰
治

少
三
・
三・
五

三
代
園
部

11
勇 勇

二九・一〇・
一

三
代
武
田
正
行
々
一七・三・10

安
居
豊
治
シ
二三・
三・二

一四代
熊
谷

三
代
岩
崎
卓
直
不

10代
山
田
甚
之
亟
不

八
代
土
肥
関
次
郎
不

六代
三
崎
竜
彦
不

四
代
吉
村大
次
郎
不

二
代
佐
藤

沢
不

綾
雄
大
正
一四・
六・二 詳 詳 詳 詳 詳詳

就
任
年
月
日

松
田
是
一
昭
和
四・
三・三〇

一六代
高
橋
重
逸
昭
和
七・
三・一四

一七代

"1

九・
六・一四

一八代

三
代
安田

実
か

〇
一八・
六・一五

柏
木三
治
郎
ク
三・
三・10

三三・
二・二五

三
代

三

構
内
最
大
幅
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル

三
、〇四九

五
、五三

ト
ン

一四三、三七〇

一三九、五四七人

大
正
六年
度数

一日
平
均
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収 入

貨 小旅

荷

物 物 客

九七、五六0,000
八、六四〇、〇〇〇
一五九、四八〇、〇〇〇円

1131、000
二四、000
四四三、〇〇〇円

五三
、〇四
、〇〇〇円

四
、四 00、000

二五四、一六〇、000

<
滝
川
駅
資
料
>

滝
川
駅
構
内
流
雪
溝

滝
川
地
方
は
多
雪
地
帯
で
滝
川
駅
構
内
の
除
雪
に

は
毎
年
多
額
の
費
用
を
投
入
し
て
い
た。
大
雪
に
見
舞
わ
れ
る
と
除
雪
が
は
か

ど
ら
な
い
た
め、
大
量
の
貨
車
が
構
内
に
ク
ギ
づ
け
に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
迅
速
に
除
排
雪
を
は
か
る
方
法
と
し
て、
青
森、
小
樽
築
港
駅が
海

水
を
流
す
流
雪
溝
を
用
い
て
い
る
の
と
同
じ
よ
う
に、
駅
構
内
に
流
雪
溝
を
作

る
こ
と
に
し
た。
と
い
う
の
は
昭
和
三
十
五
年
に
た
ま
た
ま
滝
川
市
内
に
建
設

中
の
北
電
火
力
発
電
所
が
完
成
し
て、
運
転
を
開
始
す
れ
ば、
大
量
の
発
電
機

滝川駅構内流雪溝排雪作業

冷
却
水
を
放
出
す
る
こと
を
知
り、
こ
れ
を
水
源
と
し
て
導
き、
高
温
の
排
水

溝
を
作
れ
ば
大
量
の
雪
処
理
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で、
札
幌
鉄
道
管
理
局
で

は
北
電
と
交
渉
を
進
め
て
快
諾
を
得
た
の
で
あ
る
。

流
融
雪
溝
を
軌
道
に
沿
っ
て
作
り、
ラ
ッ
セ
ル
車
が
通
る
だ
け
で
側
溝
に
雪

が
集
ま
り、
流
さ
れ
て
いく
の
で
排
雪
の
た
め
に
従
来
の
よ
う
に
貨
車
に
雪
の

積
み
降
し
を
省く
た
め、
能
率
が
数
倍
あ
が
り、
人
手
も
少
な
く
除
排
雪
費
用

が
毎
年
数
百
万
円
も
軽
減
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

昭
和三
十
五
年
九
月
七
日
工
事
に
着
手
し
、
同
月
二
十二
日
午
後
一
時
半
か

ら
同
構
内
で
起
工
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
第
一
期
工
事
は
同
年
十
二
月二
十
日

に
完
成
し
た
が、
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

北
電
か
ら
滝
川
駅
構
内
ま
で二
、
六
四
四
メ
ー
ト
ル、
直
径
五〇
セ
ン
チ
メ
ー

送
水
管

流
雪
溝

ン
チ
メー

ト
ル

四、
四
九
三
万三
、
〇
〇
〇
円

完
成
後、
同
月
二
十
四
日
午
前
九
時
試
運
転
が
行
わ
れ
た
が、
水
温
十
七
・

八
度
で
流
融
雪
に
大
き
な
成
果
を
得
て
完
成
を
祝
っ
た。
さら
に
翌
年
度
第
二

期
工
事
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
昭
和
三
十
六
年
七
月
二
十
四
日
に
着
工
さ
れ、

流
雪
溝
延長
一、
二
四
九
メ
ー
ト
ル
を
工
費
三
、
三
一九
万
円
で
三
十
七
年
一

月
九
日
竣
工
を
見
た。
こ
れ
で
滝
川
駅
の
一
番
・二
番
ホ
ー
ム
間
の
除
排
雪
は

スピ
ー
ド
ア
ップ
さ
れ、
構
内
の
除
雪
も
一
段
と
迅
速
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後、
四
十二
・
三
年
と
同
様
施
設
六
〇
四
・
七
メー
ト
ル
を
増
設
し
て

鉄
道
沿
線
も
排
雪
で
き
る
よ
う
に
し
た。
さ
ら
に
増
設
を
は
か
る
こ
と
に
な
り

昭
和
五
十
一
年
に
は三
番
・
四
番
ホー
ム
の
間
に
幅
一
・五
メー
ト
ル、
深
さ

647
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章
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円
、九

四、二
五、000
七OK,000

距
離
七
五
〇
メ
ー
ト
ル、
幅
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル、
深
さ
五
〇
～
一
六〇
セ

ト
ル

工
事
費



第
十
一
編
交
通
・
運
輸・
治
水

一
・七
メ
ー
ト
ル、
長
さ
三
八
五
メー
ト
ルの
融
雪
溝
を
同
年
十
二
月
十
日
に

完
成
を
見
て
効
果
を
あ
げ
、
大
雪
が
あ
っ
て
も
滝
川
駅
構
内
に
お
い
て
は
貨

車
・
列
車
の
停
滞、
滞
貨
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

滝
川
機
関
区

明
治三
十
一
年
五
月
上
川
線
布
設
に
あ
た
り
旭
川
と
滝
川

に
機
関
庫
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
に
先
だ
ち
同
年
四
月
に
旭
川
に
機
関
事
務
所

が
置
か
れ、
六
月
に
旭
川
運
輸
事
務
所
を
開
設
し
て
運
営
が
は
か
ら
れ
て
い

た。
大
正
二
年
十
一
月
十
日
滝
川
・
下
富
良
野
間
鉄
道
開
通
と
同
時
に
岩
見
沢

機
関
庫
分
庫
と
し
て
開
設
さ
れ、
当
時
の
総
員
は
六
〇
名
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
大
正
十二
年
四
月
一
日
か
ら
旭
川
機
関
庫
分
庫
と
な
り、
さ
ら
に
昭

和
七
年
九
月
一
日
深
川
機
関
庫
分
庫
と
変
わ
り
、
昭
和
十
一
年
九
月
一日
官
制

改
正
に
よ
っ
て
深
川
機
関
区
滝
川
支
区
と
な
り、
総
員
九
七
名
に
増
加
し
た
。

昭
和
二
十
六
年三
月
三
十
一
日
機
関
車
庫
一
、
七
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル、
鉄

骨
矩
形
(機関
車
一〇
両
収
容)
お
よ
び
付
属
建
物
一
五
棟
一、

一〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
を
新
築
落
成
し
た
。

昭
和二
十
六
年
二
月
二
十
一
日
砂
川
転
向、
給
炭
水
所
が
岩
見
沢
機
関
区
か

ら
移
管
さ
れ、
昭
和二
十
八
年
九
月
一
日
芦
別
転
向、
給
水
所
が
芦
別
駅
か
ら

移
管
さ
れ
た
。

昭
和三
十
六
年
十
月
一
日
デ
ィ
ー
ゼ
ル
特
急
「お
お
ぞ
ら
」
が
函
館
～
旭
川

間
に
登
場、
昭
和
四
十
三
年
八
月二
十
八
日
小
樽・
滝
川
間
の
電
化
完
成
(交

流
二
万
ボ
ルト)、

昭
和
四
十
四
年
十
月
一
日
滝
川
・
旭
川
間
電
化
完
成
、
昭
和

五
十
年
十
二
月
九
日
デ
ィー
ゼ
ル
機
関
車
の
置
替
え
完
了
、
同
月
九
日
蒸
気
機

関
車
完
全
廃
止
と
業
務
体
制
に
変
化
を
み
た。
な
お、
こ
の
年
車
両
基
地
統
廃

九
代
河
路

三
代
小
田

に
陳
情
し
て
存
続
と
な
った
経
緯
が
あ
る
。

昭
和
五
十
一
年
十
二
月
一
日
砂
川
及
び
芦
別
転
向
所
を
各
駅
に
移
管
し
、
同

日
組
織
改
正
が
あ
り
、
北
海
道
総
局
滝
川
機
関
区
で
あ
っ
た
も
の
が
札
幌
鉄
道

管
理
局
滝
川
機
関
区
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

現
在
の
組
織

管
理
(区
長
・
助
役)

検
修
(車
両
検
査
長
・
検
査
係
・
検
修
係)

二
八
名

一
四
名

運
転
(機
関
士
・
気
運
士
・
機
関
助
士)

二
三
八
名

構
内
運
転
(運
転
管
理
係・
運
転
係・
構
内
運
転
係)

整
備
(構
内
整
備
係)

事
務
(
事
務
掛)

計
歴
代
区
長

分
庫
時
代

初
代
弓田

三
代
白
木
力三
郎
同

六・
八・
四

五
代
高
瀬
義
正
同
九・一〇・

一
六
代
石
田
清
成
同
一〇・
四・
七

大
関
謹
次
郎
同
一三・
三・二五

八
代

七
代
目
時

九
代
鈴
木
寅
了
昭
和
三・
三・二六

清
成
同
二・
五・二

10代
玉
井
頼
介
昭
和
六・三・三

二
代
支
区
長
額
田
寛
一
同
二
・二
・
六

機
関
区
昇
格
後

初
代
安
田
喜
市
昭
和一四・二

・一五
三
代
三
上
五
作
同
二〇・
三・
七

五
代
十
川
明
夫
同
二五・二・

一
七
代
田
中

信
同
二九・
七・10

俊
昭
同
三・
八・六

10代
武
雄
同
三
・
二・二0

芳
信
同
四・
三・一

一四代

二
代
本
田

四
代
原
田

昇
昭
和一九・

二・一五
清
同
二三・
九・二〇

六
代
田
隅
俊二

同
二・
六・三

三
代
上
部
村井
岡
崎

八
代
上
井
清
作
同
三・
二・二六

重
勝
同
三
・一〇・

八

信
弘
同
四・二

一四
貞
雄
同
三
・
二・
一

隆
同
四五・
二・10

合
問
題
が
あ
り、
市
議
会
で
は
「基
地
廃
止
反
対
」
を
決
議
し
て、
国
鉄
当
局

一五代
森
野
千
秋
同
四四・
二・
一

一六代
横
山

就
任
年
月
日

茂
大
正
二・二
・10

二
代
草
野
時
次
郎
大
正
三・
三・三

四
代
佐
藤
小
吉
同

八・
九・一五

一
四
名

二
四
名

三
三
〇
名

一二
名

就
任
年
月
日
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一七代
大
谷
久
夫
昭
和
四
・
二・
一

一九代
横
川

勉
同
吾
・二.10

三
代
山
本

そ
の
他

機
関
車
配
置
両
数
DL・

八
両

一
日
の
運
転
料
数

一日の
軽
油使
用
量明
治三
十
一
年
七
月
十
六
日
北
海
道
庁
鉄
道
部
上
川
線
が

一四
億
円

空
知
太
か
ら
旭
川
ま
で
開
通
し
た
と
き
に
設
置
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
明
ら
か

で
は
な
い
。

大
正
十
一
年
十
月
一
日
岩
見
沢
保
線
区
が
開
設
さ
れ
て
、
滝
川
は
深
川
保
線

区
の
管
轄
と
な
っ
た
。

昭
和
十
一
年
現
在
の
建
物
及
び
付
属
建
物
七
八
六
・
九
平
方
メ
ー
ト
ル
が
竣

功
し
た
。
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
一
日
滝
川
は
富
良
野
保
線
区
の
管
轄
に
移
さ

れ
、
昭
和二
十
八
年
八
月二
十
六
日
富
良
野
保
線
区
の
廃
止
に
伴
い、
滝
川
保

線
区
が
開
設
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
と
き
岩
見
沢
保
線
区
か
ら
砂
川
、
歌
志
内

受持運転区間
旭川 帯広

125.3km30.2km

富良野深川
31.0km

23.1km
芦別

滝川 26.6km

7.6km 歌志内
HIW

14.5km
砂川

7.3km

35.3km 上砂川

岩見沢

1.7km 38.5km40.6km操
車
場 追分札幌

10.6km

手稲 wwwwww 自区機関車運転区間

分
区
管
内
を
併
合
し
、
富
良
野
に
あ
った
鍛
冶
場
も
滝
川
へ移
設
し
て
滝
川
派

出
所
鍛
冶
場
と
し
た
。

昭
和
三
十
五
年
十二
月
五
日
砂
川
運
輸
区
発
足
と
と
も
に
上
砂
川
線
と
歌
志

内
線
を
分
離、
昭
和
四
十
年
十二
月
一日
滝
川
保
線
区
所
管
の
建
築
分
区
及
び

営
林
班
を
分
離、
四
十
三
年
二
月
一
日
運
輸
区
の
廃
止
に
伴
い、
上
砂
川
線
、

歌
志
内
線
区
間
は
再
併
合
し
た。

昭
和
四
十
三
年
十
二
月
十
日
近
代
化
計
画
に
基
づ
き
根
室
本
線
芦
別
・
富
良

野
間
の
芦
別
・
滝
里
・
富
良
野
分
区
を
併
合
し
て
芦
別
保
線
支
区
を
発
足
さ
せ

翌
四
十
四
年
十
月
十
一
日
函
館
本
線三
五
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
滝
川
ま
で
と

根
室
本
線
滝
川
か
ら
芦
別
ま
で
の
線
路
分
区
及
び
線
路
班
が
整
理
統
合
さ
れ、

砂
川
と
滝
川
に
保
線
支
区
・
軌
道
検
査
班
を
置
き、
三支

区
と
な
っ
て
現
在
に

い
た
っ
て
い
る
。
担
当
業
務
は
線
路
建
設
物
(電
気関係

を除く)
の
保
守、
施

滝川機関庫

滝川保線区

649

第
一
章
交
通
・
運
輸

一八代
逢
坂
徳
男
昭
和
吾
・
三・
七

孝
同
五
・
三
10

一
日
の
使
用
水
量
二
五
〇
ト
ン

六
五
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

一
日
の
取
扱
機
関
車
一〇
二
両

一
五・
五
キロリ

ット
ル

年
間
総
経
費

滝
川
保
線
区



ブ
ル
ド
ー
ザー

二
台
六
台

一五
台

側
雪
処
理
機

二
台
一
台

マ
クラ
ギ
交
換
機

特
殊
自
動
車
(マ
イ
ク
ロ
バ
ス)
六
台

二
代

滝
川
車
掌
区

大
正
二
年
十
一
月
十
日
根
室
本
線
の
開
通
時
に
旭
川
車
掌

所
滝
川
支
所
と
し
て
開
設
さ
れ、
昭
和
二
十
二
年
一
月
十
日
滝
川
車
掌
区
と
し

て
旭
川
車
掌
区
か
ら
分
離
独
立
し
た
。

昭
和
二
十
四
年
十
二
月
一
日
札
幌
鉄
道
管
理
局
の
所
管
と
な
り、
同
時
に
富

良
野
車
掌
支
区
を
管
轄
し
て
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。

庁
舎
は
大
正
二
年
十
一
月
建
築
の
木
造
平
家
で
あ
っ
た
が、
昭
和
三
十
七
年

十
二
月
十
四
日
滝
川
駅
現
業
綜
合
庁
舎
の
落
成
に
伴
い、
二
階
を
車
掌
区
事
務

所
と
し
移
転
し
た
。

業
務
内
容
は
滝
川
を
中
心
と
す
る
始
発、
乗
継
ぎ
列
車
客
貨
車
と
も
に、
函

館
本
線
は
札
幌
・
新
旭
川
間、
歌
志
内
線
・
上
砂
川
線、
根
室
本
線
は
滝
川
・

釧
路
間、
室
蘭
本
線
は
東
室
蘭
ま
で
を
一
日
当
た
り
五、
四
一
一
・三
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
が
乗
務
区
域
と
し
て
客
扱
い、
乗
務
検
査
を
担
当
し
て
い
る
。

組
織・
職
員
数

四
名

運
用
教
導
掛

管
理
者
(区
長
・
助
役)
六
名

列
車
掛歴
代
区
長

初
代
高
津
長
太
郎

三
代
片
桐
誠
一

五
代
競
健
次
郎
〃
三
・
二・二九

進
ク
三七・
二・10

" 就
任
年
月
日

昭
和三
・
一・10

二五・
二・二六

四
代
矢
野
武
雄
少
三・二・

五
六
代
大
窪
幸
作

ク
三
・
二・二〇

用
務
掛

車
掌
長

庶
務
掛

三
名
二
名

三
名

一六代
橋
本

三
代
水
田

一四代
四戸

誠
二

少
四
・
二・
一

義
衝
ク
四七・
一・二四

利
男

少
五・
一・二〇

鉄
男

ク
五四・三

・10

八
代
佐
々
春
義
少
三
・
二・
三

650

第
十
一
編
交
通・
運
輸・
治
水

工
並
び
に
線
路
用
器
材
の
保
守、
用
地
の
管
理
及
び
保
守
で
あ
る
。

職
員
数
(昭
和
五
十
四
年
四
月
現
在
)

区
長

事
務
掛

構
造
物
検
査
長

一

四
三 一
三 1

支
区
長

技
術
掛

保
線
機
械
掛

保
線
指
導
掛

構
造
物
検
査
掛

11三 一
四 三

軌
道
掛

工
事
技
術
掛

軌
道
検
査
長

軌
道
作
業
長

助
役

五
九
一二

担
当
線
路

計函
館
本
線
(奈
井
江
・
江
部
乙
間
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)

根
室
本
線
(滝
川
・
富
良
野
間
六
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)

上
砂
川
線
(砂
川
・
上
砂
川
間
六
・
九
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)

歌
志
内
線
(砂
川
・
歌
志
内
間
一
四
・
四
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

富
良
野
線
(富
良
野
・
中
富
良
野
間〇
・
七
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

保
線
軌
道
延
長

本
線
一
一三
・
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

側
線
五
六
・
五
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

準
本
線三
一
・六三

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

専
用
線
一
一・
六
六
キ
ロ
メー
ト
ル

合
計
延
長
二
一
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

歴
代
区
長

就
任
年
月

初
代
辻
七
重
郎
昭和三・

八
三代

宍戸
仁
同
三
・
二

五
代
新
田

弘
同
元・二

八
代
六
代
榊

四
代
沖

数
一
同
三・
二

茂
同
四・
二

二
代
側
見
文
夫
昭
和三九・

九

弘
同
五
・
三

三
代
浅
野

10代
菅
生
邦
孝
同
五
・
二

原
田

厳
同
四七・
二

就
任
年
月

計
三
六
名

九
四
名

二代
佐々
木
哲
雄

〇
・

昭
和三
・二・二四

就
任
年
月
日

専
務
車
掌

支
区
従
事
員
二
四
名

一六
名

一
代
石
原
英二

"

安
井
正
民

少
四五・
二・一〇

三
代
長
間

弘
ク
四
・
二・
九

三
・二・三一

九
代
田
中

七
代
小
林
美由

少
四一・二・

一
10代

小
関

七
代
佐
木々
允
同
四
・
二

九
代
工
藤
圭
次
同
咒
・
二

二
代
河野
喜
八
郎
同
吾
・二

所
有
機
械類

貨
物
自
動
車

軌
道
モ
ー
タ
ー
カー

軌
道
検
査
掛

軌
道
副
長

二二
四
一五

三
〇

一二 三 一二
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滝川客貨車区全景

滝
川
客
貨
車
区

大
正
十
一
年
六
月
一
日
岩
見
沢
検
査
所
滝
川
分
所
と
し

て
開
設
さ
れ、そ

の
後
機
構
改
革
が
行
わ
れ
て
名
称
も
し
ば
し
ば
改
め
ら
れ
た。

大
正
十
二
年
四
月
一
日
岩
見
沢
検
査
所
か
ら
旭
川
検
査
所
に
移
管
さ
れ、
昭

和
十
一
年
九
月
十
一
日
旭
川
検
査
区
滝
川
検
査
支
区
と
改
称
し
た。

昭
和
二
十
二
年
十
一
月
一
日
滝
川
検
査
区
と
し
て
独
立
昇
格、
富
良
野
支
区

及
び
新
得
派
出
所
が
所
属
し
た。
昭
和二
十
四
年
九
月
二
十
日
旧
札
幌
鉄
道
局

が
札
幌・
旭
川
・
釧
路
の
三
局
に
分
割
さ
れ、
新
得
派
出
所
は
釧
路
鉄
道
局
に

移
管
さ
れ
た
。

昭
和二
十
五
年二
月
十
日
機
構
改
革
に
よ
り
、
滝
川
検
査
区
と
岩
見
沢
車
電

区
滝
川
支
区
と
が
統
合
さ
れ
て、
現
在
の
滝
川
客
貨
車
区
と
改
称
し
、
出
先
機

関
を
富
良
野
支
区、
砂
川
支
区
に
置
い
た。

昭
和二
十
七
年
十
一
月
業
務
増
加
に
伴
い
芦
別
派
出
所
が
新
設
さ
れ、
昭
和

三
十
年
六
月
十三
日
豊
沼
派
出
所、
同

三
十
六
年
十
月
奈
井
江
派
出
所
が
新
設

さ
れ、
さ
ら
に三
十
九
年
十
月
に
赤
平

派
出
所
が
新
設
さ
れ
た
。

し
か
し、
昭
和
四
十
四
年
三
月
機
構

改
革
が
行
わ
れ
、
列
車
掛
に
よ
る
乗
務

検
査
制
度
が
採
用
さ
れ
て、
各
支
区
・

各
派
出
所
が
廃
止
さ
れ
て、
現
在
は
本

区
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
事
務
庁

舎
並
び
に
検
修
庫
は
昭
和三
十
七
年
四

月
に
新
改
築
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

業
務
状
況

業
務
内
容
一
事
務、
二
技
術、
自
仕
業
検
査、
(四)乗
務
検
査、
田
貨
車
検
査
修
繕、
六
電
気

検
査
修
繕の六

部門
に
分れ、

職員
数
は区
長以
下
七
九名

乗
務
担
当
区
域

根
室
本
線
は
富
良
野
ま
で、
函
館
本
線
北
は
新
旭
川
、
南
は
岩
見
沢
を
経
て
東
室
蘭
ま
で
、

数
二
八
八・
六
料

応
急
作
業
担
当
区
域

奈
井
江、
上
砂
川、
歌
志
内、
江
部
乙
、
鹿
越、
中
富
良
野
の
一
四
七
・
六
粍

歴
代
区
長

就
任
年
月
日

二
代
長
嶋
武三
郎
昭
和元九・

三・三
四
代
菅
原
慶
三
同
二
・
二・一六

六
代
木
島
重
史
郎
同
四・
二・一

笹
尾
正
市
同
四
・二・二

八
代
10代

武
口
守
一
同
五
・
二・10

就
任
年
月
日

初
代
石川

一男
昭
和三
・三・二

三
代
高
松
悦
雄
同
三
・二・一六

五
代
原
田
正
吉
同
三
・二・三

七
代
中山三

千夫
同
四三・三・一

九
代
中
村
徳
十
郎
同
咒九・
三・一0

二
代
福
内
義
一
同
三・二

三

札
幌
電
力
区
滝川
電
力
支
区

鉄
道
に
お
け
る
電
気
設
備
も
時
代
の
要
請
に

よ
り
多
く
な
り
、
昭
和
二
十
三
年
一月
旭
川
電
力
区
滝
川
電
力
分
区
が
開
設
さ

れ
た
(職員

数
滝
川
在
勤一〇

名)。
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
境
界
を
変
更
し
て
札
幌

電
力
区
に
編
入
さ
れ、
さ
ら
に
昭
和三
十
九
年
四
月
十
八
日
電
気
新
保
守
体
制

が
実
施
さ
れ
て
電
力
区
が
廃
止
と
な
り
、
電
気
区
に
分
割
統
合
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
岩
見
沢
電
気
区
滝
川
電
力
支
区
と
な
っ
た
(支区

職員
二
十二
名
)。

そ
の
後
国
鉄
第三
次
長
期
計
画
に
基
づ
き
小
樽
・
旭
川
間
の
電
化
が
決
定
し

て
昭
和
四
十
年
から
工
事
が
着
工
さ
れ、
昭
和
四
十
三
年
七
月
二
十
三
日
小
樽・

滝
川
間
の
電
化
事
業
の
た
め、
よ
り
新
し
い
設
備
検
査
体
系
と
修
繕
体
系
を

進
め
て
電
気
区
か
ら
電
力
区
を
分
離、
小
樽
・
札
幌・
白
石
・
岩
見
沢
・
滝
川
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滝川電力支区

の
五
支
区
を
管
轄
と
し
て
札
幌
電
力
区
を
再
設
置
し
た
。

昭
和
四
十三
年
八
月
六
日
札
幌
・
滝
川
間
電
化
完
成、
同
月二
十
八
日
開
業

翌
四
十
四
年
八
月
六
日
滝
川
・
旭
川
間
電
化
完
成、
同
年
十
月
一
日
同
開
業
の

体
制
に
入
っ
た
。

昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
電
気
保
守
体
系
近
代
化
と
し
て
「設
備
の
メ
ン
フ

リ
ー
化
」
「集
中
監
視
装
置
の
導
入
」
「電
気
検
測
車
の
導
入
」
「新
し
い
保

全
管
理
手
法
の
導
入
」
「保
守
体
制
の
改
善
」
な
ど
の
諸
施
策
を
組
み
合
わ
せ

て、
定
期
検
査
を
必
ず
し
も
必
要
と
し
な
い
設
備
に
ま
で
引
上
げ、
仮
移
行
を

行
っ
た
。
さ
ら
に
昭
和
五
十
三
年
一
月
一
日
近
代
化
本
移
行
の
実
施
を
み
て
い

る
。な
お
滝
川
電
力
支
区
詰
所
は
昭
和
四
十
四
年三
月
三
十
日
有
明
町
一丁
目
一

の
五
に
新
築
落
成
を
み
た
。

職
員
数

助
役

二
名

事
務
掛

電
力
検
査
掛
三
名

二三
名

二三
、
八〇
二
メ
ー
ト
ル
(函
館
本
線三
四
八
・
一九
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
・

電
化
区
間

担
当
区
域

三
七
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
間
)

非
電
化
自
動
信
号
区
間
六
一
、
〇
五
八
メ
ー
ト
ル

非
電
化
非
自
動
信
号
区
間
二三
、
四
二
〇
メ
ー
ト
ル

計
一〇
八
、
二
八二
メー
ト
ル

上
砂
川
線
・
歌
志
内
線

電
力
分
区
長

就
任
年
月
日詳詳

初
代
中
山
和
一
不

三
代
丹
野

勤
不

清
昭
和
元
・
五

六代

二代
武
田
成
之
昭
和四・

八
四
代
荒
井
賢
太
郎
ク
四三・
八

福
原
信
一
々
四七・
二

八
代
中
田
照
雄
少
五三・
二

初
代
菱
川

三
代
鶴
沢
芳
雄
少
四
・
五

五
代
永
瀬
静
夫

少
四五・10

七代
井
上

博
少
五〇・
二

札
幌
建
築
区
滝
川
支
区

担
当
区
域
内
の
建
築
物
保
全
業
務
は
滝
川
保
線
区

が
行
っ
て
い
た
が、
昭
和
四
十
年
十
二
月
機
構
改
正
に
よ
り
建
築
物
保
守
は
札

幌
建
築
区
が
行
う
こと
に
な
り、
滝
川
支
区
が
設
置
さ
れ
た。

事
務
所
は
開
設
時
に
国
鉄
作
業
班
作
業
場
を
改
築
利
用
し
た
が、
こ
の
位
置

が
商
業
地
区
内
で
あ
り
、
か
つ
準
防
火
建
物
と
し
て
不
適
合
で
あ
った
の
で、

昭
和
五
十
四
年
二
月
栄
町
四
丁
目
九
番二
号
に
総
工
費
約三
千
万
円
を
も
っ
て

鉄
骨
造
二
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
三
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
支
区
庁
舎
を
新
築
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根
室
本
線
六
一
・〇
五
八
キ
ロ
メー
ト
ル
ま
で
」

富
良
野
線
〇
・
七
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

就
任
年
月
日

詳 詳

二
代
杉
谷
博司

四
代
紀
室
伝
雄
三元・

五
ま
で

完不 不

一
名

技
術
掛

二
名

電
力
検
査
長
八名

電
気
掛

六
名

支
区
長

一
名

札幌建築区滝川支区

電
力
支
区
長



し
た
。

業
務
内
容
は
国
鉄
関
係
の
駅
舎
ほ
か
建
築
物
と
職
員
住
宅
を
含
め
て
の
保
守

管
理
で
あ
る
。

管
理
建
物
総
面
積
は
七
万
八、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル、
棟
数
九
〇
〇
棟
で
あ
る
。

検
査長歴
代
支
区
長

初
代
笠

三
代
篠
崎
久
雄
少
四六・
二

昭
治
郎
ク
至
・
二

六
代
谷
村
和
三
々
五
・
四

合
理
的
で
能
率
的
な
運
営
を
は
か
り、
公
共
の
福

祉
を
増
進
す
る
た
め
広
範
な
現
業
機
関
の
実
態
を
つ
か
む
こ
と
は
容
易
で
な

い
。そ
こ
で
札
幌
鉄
道
管
理
局
内
を
札
幌
・
室
蘭
・
滝
川
の
三
地
区
に
分
け
て
局

長
の
補
助
機
関
と
し
て
運
輸
長
室
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。

担
当
区
域
内
の
運
輸
に
関
す
る
現
業
機
関
関
係、
す
な
わ
ち
列
車
の
運
転、

旅
客
、
手
小
荷
物
及
び
貨
物
の
取
扱、
客
車、
貨
車、
駅
、
車
掌
区、

機
関

区
、
客
貨
車
区
な
ど
の
従
業
員
並
び
に作
業
に
関
す
る
い
っ
さ
い
の
指
導
監
督

に
当
た
る
の
が
そ
の
任
務
で
あ
る
。

昭
和
二
十
七
年
八
月
五
日
滝
川
駅
の
休
養
室
を
改
造
し
て
滝
川
駐
在
運
輸
長

室
が
設
置
さ
れ、
運
輸
長
と
副
運
輸
長
三
名
が
配
置
さ
れ
た。

鉄
道
の
輸
送
分
野
は
そ
の
後
漸
次
自
動
車
の
普
及
や
航
空
機
関
の
進
出
に
よ

っ
て、
か
つ
て
の
独
占
的
地
位
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
実
情
から
、
国
鉄
で
は
指

導
面
の
強
化
が
よ
り
一層
要
望
さ
れ、
昭
和三
十
二
年
十
一
月
に
運
輸
長
付
が

二
名
増
員
さ
れ
た
。

さ
ら
に
労
働
問
題
の
円
滑
な
処
理
に
あ
た
る
た
め、
駅
長、
区
長
な
ど
管
理

職
ら
に
労
働
関
係
法
規
の
周
知
徹
底
を
は
か
り
、
労
務
管
理
に
寄
与
さ
せ
る
た

め、
昭
和
三
十
五
年三
月
運
輸
長
付
を
一
名
増
員
し
た
。

昭
和三
十
七
年
十
二
月
十
四
日
滝
川
駅
新
改
築
竣
工
に
よ
り
事
務
所
を
駅
内

と
し
た
。
そ
の
後、
昭
和
四
十
三
年
合
理
化
・
近
代
化
の
推
進
と
地
域
の
実
状

に
即
し
て
、
岩
見
沢
に
運
輸
長
室
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
地
区
を

分
離
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

職
員
数

補
佐

一
名

駅車
掌
区

四
四

奈
井
江
・
江
部
乙
間

砂
川
・
上
砂川
間

根
室
本
線

滝
川
・
布
部
間

富
良
野
線

砂
川
・
歌
志
内
間

就
任
年
月
日

一〇
四
・
〇
五

〃
一
四
・
五

六
一
・〇

〇
・
七
五

ぐ

〃11 11 1

二〇
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

そ
の
他

建
築
支
区

保
線
区

客
貨
車
区

四 1 四 1

計

二
一 一
三

二
二
四

機
関
区

電
気
関係
支区

三 二 11
二
七

個
所
数

現
業
機
関
の
数
及
び
職
員
数

一、
七
〇
一

六
六

四
四
三
九三

職
員
数

七
六
二
人

副
運
輸
長
三
名個
所
数
職
員
数

七
九 五
名

五
代
今

滝
川
駐
在
運
輸
長
室

二 二
支
区
長
一

職職
員
数

員
数

検
査
掛
四

助
役

一
事
務
掛

営
繕
二1

計計
一三

工
事
二

就
任
年月
日

四
代
牧
野

三

勇
ク
四・
二

二
代
荒川

清
昭
和
三
・
二

運
輸
長

一名

担
当
区
域

計函
館
本
線

歌
志
内
線

計
歴
代
運
輸
長

初
代
武
田
勝
之
助
昭
和二七・

八・
五

二
代
佐
藤
勝
雄
昭
和三
・
三・一五
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富
良
野・
学
田
間

七
・
三

博
昭
和
四
・三

就
任
年
月
日



第
十
一
編
交
通
・
運
輸
・
治
水

三
代
山
下

一
昭
和
三・
二・一六

時
雄

ク
元
・
二・
一

忠
雄
少
四三・
二・
一

五
代
狩
野

七
代
飛
島

九
代
松
本
正
明
々
四七・
二・二0

二
代
西
川
繁
雄
ク
三
・
三・10

東
滝
川
駅

下
富
良
野
線
(根
室本
線)
の
布
設
に
あ
た
り
、
そ
の
分
岐

点
に
つ
い
て
、
明
治
四
十
三
年
六
月
十
日
滝
川
に
決
定
を
み
て
以
来、
次
の
駅

の
幌
倉
駅
位
置
問
題
で
論
議
さ
れ
決
定
が
遅
れ
た
。

明
治
四
十
四
年
二
月
小
林
農
場
主
小
林
和
三
郎
の
土
地
無
償
提
供
に
よ
り
、

急
速
に
現
在
位
置
が
決
定
さ
れ
て
工
事
が
は
じ
め
ら
れ、
大
正
二
年
十
一
月
十

日
下
富
良
野
線
が
開
通
し
、
幌
倉
駅
の
業
務
開
始
と
な
っ
た
。

そ
の
後
昭
和
三
十
年
滝
川
町
の
町
名
字

名
の
改
正
に
よ
り
、
幌
倉
が
東
滝
川
と
改

称
さ
れ
た
の
に
伴
い、
東
滝
川
駅
と
な
っ

て
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。

昭
和三
十
六
年
九
月
十
三
日
貨
物
集
約

化
に
よ
り
貨
物
取
扱
い
廃
止
と
な
っ
た
。

な
お
現
駅
舎
は
昭
和
二
十
五
年
に
改
築

さ
れ
た
も
ので
、
建
築
面
積
一二
六
・
九

平
方
メー
ト
ル、
平
屋
木
造
モ
ル
タ
ル塗

り
で
あ
る
。
滝
川
起
点
七
・
二
キ
ロ
メー

。

ト
ル
。

歴
代
駅
長

初
代
高
橋
多
助
大
正
二・二
・10

就
任
年
月
日

六・
五・二〇

貨 物

│

降 乗 区
分

到
着

発
送 客 客

運
輸
概
況

1 一
一七、七三一

一九、八三六人
大
正
六
年
度

一、二九三

三、一四
ト
ン

そ
、〇三
兵
、景
天人

昭
和八
年

九四三

三、一ハセト
ン

[����
������ こそ、六九八人

昭
和
九
年

‒‒‒

1

七三、四七七人

昭
和
四
年

一

一も、一天
人

昭
和
四
年

一

八、三
五人

昭
和
五
年

住
居
表
示
昭
和
五
十
三
年
十
月
一
日
住
居
表
示
変
更
に
よ
り

三
代
荒
井
俊
夫

少
五
・
二・10

二四代
蓮
沼
滋
光
ク
五四・
三・10

三
代
井
川
貞
利
少
四六・
三・二九

三
代
白
岩

繁
ク
四八・
二・一五

荒
山
定
男

/
四六・
二・一0

武
雄
少
四・
三・
一

正
ク
ミ
・
二・10

♪
三・
三・一八

三
代
小
峠
秀
男
少
二六・三・三

憲
誠
ク
一八・
九・ニセ

八
代
伝
住
万
義
昭
和二〇・

三・一五

四
代
大
島
仁
三
郎
大
正
三
・
三・二0

六
代
迎
与
三
吉

"
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三、
一五
四
千
円
八六
百
円

:
四
六
六
千円

一
三
百
円

一
日
平
均

計
到
着

計

荷
物
発
送

定 人
期員車

普
通
乗
車

る
。

昭
和
五
十
三
年
度
状
況

三、二
二
七人

年
度
計

三、
六
七
八

三
、
二
四二

四
三
六
個

一〇 九 一
個

六
人
九
人

一
日
平
均

五、
三五
五
人
一五
人

三

計 荷
物
収
入

旅
客
収入

二、
六
八
八
千円

七三
百
円

東 滝川 駅

二
代
対
島
儀
松
ク

六
代
西
田
政
次
郎
〃

番
井
健
吉

少
四五・
二・10

八
代
10代

木
下
正
夫
々
五〇・
三・
七

三
代
大
関
正
美
ク
三三・
二・三

四
代
永
井
敏
男
昭
和
豆
・
二・六

四〇・
二・
一

一九代
岩
尾
武

一七代
古
関

博
一五代

室
井
行
雄
少
三五・
二・二0

元
・三・三

一三代
高
宮

二
代
東
口
助
次
郎
々
二〇・

七・三〇

"
九
代
渋
井

勇
〃

勇
七
代
村
戸
庄
蔵
昭
和
七・
八・三0

静
ク
二八・
八・一八

一四代
永田

徳
治

一五・
四・三〇

泰
ク
三・二

・10
三
代
富
樫

正
大
正
一〇・
四・三

少
四三・三・

一
二
代

一八代
後
藤

二六代
酒
井

10代
西
方

年
度
計 一四・

六・一七・
五
代
白
土

滝
川
市
東
滝
川
町
三
丁
目
四
番
一
号

注
昭
和
九
年
ま
で
は
町
勢
要
覧
・
昭
和
四
〇
年
以
降
は
駅
資
料
に
基
く
市
統
計
書
に
よ

二
、
一二
八
人



江
部
乙
駅

明
治
二
十
一
年
に
鉄
道
用
地
が
測
量
さ
れ
て以
来。

一
〇

カ
年
を
経
た
明
治
三
十
一
年
七
月
十
六
日
に
上
川
線
が
開
通
し、
江
部
乙
駅
が

西
十
丁
目
と
西
十
一丁
目
の
中
間
地
点
の
西
十
一
丁
目
寄
り
に、
滝
川
駅
から

四
マ
イ
ル
六
三
チ
ェ
ー
ン
(約七

・七
キ
ロメー

トル)
に
設
置
さ
れ
た
。

総
建
て
坪
四
二
坪
の
木
造
平
屋
建
て
の
江
部
乙
駅
で
あ
る
が、
こ
の
位
置
は

飲
料
水
も
悪
く
、
道
路
の
開
削
や
家
屋
の
建
築
に
適
さ
な
い
泥
炭
地
帯
で
、
駅

周
辺
の
発
展
に
期
待
が
も
て
な
い
こ
と
か
ら
、
明
治
三
十
四
年
に
西
十
二
丁
目

の
北
側
に
あ
た
る
現
在
地
に
移
転
し
た。

大
正
十
五
年
二
月
駅
舎
老
朽
に
よ
り、
わ
ず
か
北
方
に
移し
て
改
築
が
な
さ

れ、
床
面
は
コ
ン
クリ
ー
ト
打
ち
と
な
っ
た
。
こ
の
改
築
に
伴
せ
て
旅
客
増
加

に
備
え
て
跨
線
橋
も
設
置
さ
れ、
階
段
幅
一
・八
メ
ー
ト
ル、
通
路
幅
一・
五

メ
ー
ト
ル
の
木
造
跨
線
橋
が
完
成
し
た
。

終
戦
後、
江
部
乙
町
の人
口
も
し
だ
い
に
増
加
し
、
通
勤
通
学
に、
ま
た
り

ん
ご
の
出
廻
期
に
は
買
出
し
な
ど
旅
客
が
多
く、
駅
が
混
雑
す
る
と
こ
ろ
か
ら

駅
舎
・
跨
線
橋が
狭
く、
ま
た
危
険
な
状
態
で
あ
る
の
で
改
築
請
願
が
関
係
方

面
に
な
さ
れ、
漸
く
昭
和
二
十
七
年
十
月
新
駅
舎
の
建
築
着
手
と
な
っ
た
。

翌
二
十
八
年
二
月
十
日
新
駅
舎
で
の
業
務
を
開
始、
同
月
二
十
七
日
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
・
総
建
て
坪
五
八
坪
(約
百
九
十
一・
五
平
方
メー
ト
ル)、〔事

務
室
一
八
・

二
四
坪
・
待
合
室三
三
・
四二
坪、
休
養室
その
他六・三

四
坪〕
が
工
事
費
四
三
〇
万
円

を
も
っ
て
竣
工
し
た
。

昭
和
二
十
九
年
九
月
二
十
六
日
の
台
風
十
五
号
で
老
朽
跨
線
橋
が
崩
壊
し
た

た
め
改
築
す
る
こ
と
に
な
っ
た
跨
線
橋
は
翌
三
十
年二
月
一
日
鉄
骨
コ
ン
ク
リ

ー
ト
製
で
完
成
し
た
。

第
一
章
交
通・
運
輸

最初の江部乙駅と開通式風景

江 部 乙駅

昭
和三
十
九
年
七
月、
八
月
と
下
り
ホ
ー
ム
増
設
に
よ
り
跨
線
橋
増
築、
昭

和
四
十
一
年
十
月
一
日
複
線
化
の
準
備
の
た
め
同
年
四
月
から
転
て
つ
機
・
信

号
機
の
移
設
・
新
設
が
行
わ
れ
た。

ま
た、
昭
和
四
十
四
年
十
月
一
日
札
幌、
旭
川
間
電
化
工
事
完
成
に
伴
い
電

車
急
行
の
一
往
復
停
車
駅
と
な
っ
て
い
る
。
な
お、
江
部
乙
駅
は
旭
川
鉄
道
管

理
局
の
管
轄
で
あ
る
。

職
員
の
増
減

昭
和
一
四
年

昭
和
二
四
年

昭
和
五
四
年

明
治三
一
年
七
月
(開
駅)
駅
長
一、
助
役
一、
職
員
四、
計
六
人

駅
長
一、
助
役二
、
職
員
一〇
、
計
一三

駅
長
一、
助
役三
、
職
員
一
六、
計
二
〇

駅
長
一
、
助
役三
、
職
員
一〇
、
計
一
四

歴
代
駅
長

就
任
年
月

二
代
傍
島
開
哉
明
治三
・三

就
任
年
月

初
代
佐
木々
弥
明
治三
・
七
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人
力
車
の
数
は
大
正
初
期
は
三
台、八・

九
年
で
一
〇
台
に
な
り
昭
和
に
入
っ

滝
川
に
は
じ
め
て人
力
車
が
姿
を
現
わ
し
た
の
は
明
治
三

十
六、
七
年
ご
ろ
の
こ
と
で、
天
谷
と
い
う
人
が
チ
ョン
髷
を
結
い
な
が
ら
人

力
車
を
ひ
い
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
四
十
年
ご
ろ
、
中
橋
某
が
本
通

四
丁
目
裏
(現本

町二
丁
目一
番)
で
営
業
を
は
じ
め、
大
正
に
入
っ
て
か
ら
は
淤

見
勝
由
が
明
神
通
り
(現
文
化
通り)

で、
ま
た
松
井
音
人
(明四〇

～
昭
七ま
で)、

江
口
友
吉
、
上
田
由
太
郎
(大
八～
大一
四ま
で)
ら
が
営
業
し
て
い
た
。

人
力
車 第
十
二
節

計 そ
の
他

農
薬

生
野
菜

米

発
送
品
目

三、〇三四
一三、二三七
10、二九〇
五、六二五

ト
ン

諸

生
野
菜
等

農
薬

肥
料
二、
八
七〇

白
土
一、
二
八
七

石
炭

到
着
品
目

五、一三七
六、一三五
二〇、八〇一
一九、五三二

一
六
五

三
〇
二

一四

一六・七
五七 五三・五

八、七一四
三、八一六 千円

一六
・三
一四一・八
三三・九
10・四

発
送
ト
ン
数
年
間
一
日
平
均
到
着
ト
ン
数
年
間
一日
平
均
収
入
年
間
一日
平
均

五、
四二
七
、
一二
〇

五、
一〇
二
、
六
七
五

四
〇
年

九
七
四、
九
〇
〇

一三
、
九
四
二

一四、
八
六
九

二、
六七
一

<
駅
資
料
>

計
五、
一三
七

そ
の
他

一
一三 四一
ト
ン

同
五
三
年

同
五
〇
年

同
四
〇
年

昭
和三
〇
年

3
、
貨
物 五三
年

五
〇
年

一
二、〇

三
四 一
一

三
一七

一
四
一

一
一、
五
六
五

4
、
昭
和
五
三
年
度
貨
物
品
目
別
発
着
別
ト
ン
数

三 三
・九 二八

一五・八 ト
ン

車

2
、
手
小
荷
物

同
五
三
年

同
五
〇
年

同
四〇

年
同

三
〇
年

昭
和
一〇
年

八八、三〇四
四五七、四四四

一、二五〇
二四
人

一日
平
均

二、
一一
八
円

一
日
平
均

六、
〇
七〇

九、
九
四〇

一八
、
二〇
三

一
七、
六
八
一

到
着
個数
年
間
一
日
平
均

二七、四四三、五二〇
二〇、七一六、四七〇
一四、四九八、四五〇

七五、
一八八

五六、六〇二
元
、七三三

一七、八六二、〇二七円、
咒、八三円

(村
勢
要
覧
に
よ
る
)

一日
平
均

現
在

博
康
ク
五
・
二

森
山
正吉

二
代
吉
岡
吉
定
少
四
・
三

二天代
五 四〇・
二

登
〃
芸
・
二

三
代
藤
谷
五
郎
吉

ク
二九・
三

渋
井

勇
少
二〇・
三

肇
ク
一五・
八

武
昭
和
六・
九

三
代
一四代

牧
原
武
治
郎

村
井
八
百
吉
大
正
三・二

四二10.10

10代
斉
藤
和平

♪
四
・三

八
代
土
肥
関
次
郎
少
四・
三

四
代
佐
々
木
弥
ク
三
・
三

六
代
三
崎
竜
彦
少
芸
・
八

〇五・二

運
搬
概
況

三
代
八
重
樫
悟

〃
三
・
二

元
代
関

勝
吉

少
咒
・
三

一
代
三
代

三代
武
田
善
三
郎
ク
二四・
三

一九代
高
津
長
太
郎
〃
一八・
九

一七代
斉
藤
郡
作
ク
三
・
三

二代
後
藤
貞
彦

三
原
五
郎
少
四四・10
二

大
正
五・
五

昭
和
二・10

一六代
荒
木

一三代一五代
西
山
久
太郎

七
代
武
田
余
次
少
三七・
五

九
代
重
松
寿
一
郎
少
四
・
三

三
代
三
崎
竜
彦
明
治三・

三
五
代
重
松
寿
一
郎

ク
芸
・
三

第
十
一
編
交
通
・
運
輸・
治
水

七
七
四
、
九
一
二
円

手
小
荷
物
収
入
年
間

同
五
三
年

五、〇
九二

六、
九
二
九

四、
四
九
六

一九 一
二
一
七

一
日
平
均

二八〇一
四

同
五
〇
年

同
四〇
年

昭
和
三
〇
年

六
、
一五
二

発
送
個
数
年
間

髮
二一〇三、
一七一

二四八、九四三
三
〇
六八三

1、
旅
客
乗
車
人
員
(降
車
人
員
は
不
明
)

(年
間
乗
車
人
)

三
代
大
家

三
代
谷
口

〃
一四代

溝
口

三
代
一八代

佐
川

貢
か

三
代
村
上
重
行
〃
四
・
二

長
谷
川
時
次
〃
三
・
二

向
田
孝
一

"
三
・
二

収
入
年
間

四
八一七 二七
五
〇

三
〇
年
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て
一
二
台
と
増
え
て
い
る
。ま
た
江
部
乙
地
区
に
も
一、二

台
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
自
動
車
の
利
用
も
あ
る
が、
滝
川
駅
前
で
客
待
ち
を
し
た
り

医
師
の
往
診
や
遊
郭
・
旅
館
な
ど
の
客
用
に人
力
車
が
使
わ
れ、
結
構
利
用
さ

れ
て
い
た
。

昭
和
も
初
期
と
な
ると
乗
用
自
動
車
が
使
わ
れ
出
し
て
人
力
車
は
半
減
し、

昭
和
八
・
九
年
に
五
台
から
三
台
と
な
り、
昭
和
十
年
代
に
は
姿
を
消
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

自
転
車

滝
川
に
自
転
車
が
入
っ
た
の
は
明
治
四
十
年
代
に
入
っ
て

か
ら
の
よ
う
で
あ
る
。
婦
人
で
は
産
婆
業
の
清
水
ョ
シ
が
四
二
円
で
購
入
し
た

婦
人
用
自
転
車
が
最
初
と
い
わ
れ
て
い
る
(注、
滝川
で最
初の
自転
車
と
も
い
わ
れ

る
が
明
ら
か
で
な
い
。)。

清
水
ヨシ
は
明
治
三
十
七
年
二
七
歳
の
時
、
山
形
県
か
ら
滝
川
に
来
て
産
婆

人力車
明治44年8月皇太子殿下来道の際侍従を新十津川村に
つかわせ、滝川から人力車を使用した。

業
を
開
業
し
た
。

当
時
乗
物
と
し
て
は
人
力
車
が
あ
る
だ
け
で
、
仕
事
の
関
係
から
車
夫
を
急
が
せ
、
ま
た

先
方
に
対
し
て
も
心
付
け
な
ど
の
迷
惑
を
か
け
る
点
を
慮
って
思
い
切
って
自
転
車
を
買
っ

た
も
の
で
あ
る
。

当
時
自
転
車
は
誠
に
珍
し
い
も
の
で、
練
習
中
遠
方
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
見
に
来
た
り
す
る
者

さ
え
あ
っ
た
。
拓
銀
角
から
名
店
ビ
ル
に
か
け
て
緩
い
坂
が
あ
り、
よ
く
そ
こ
で
練
習
を
し

たも
ので
ある
。

急
ぎ
の
仕
事
に
適
し
た
の
で
仕
事
が
繁
昌
し
滝
川
じ
ゅ
う
行
か
ぬ
と
こ
ろ
は
なく、

新
十

津
川
村
へ
ま
で
よ
く
行
っ
たも
の
で
あ
る
。
ど
こ
え
行
っ
て
も
珍
ら
し
が
ら
れ、
み
な
外
へ

出
て
来
て
眺
め
た
も
の
で
あ
る
。
<
清
水
ヨシ
談
・
昭
和三
十
四
年八三

歳の
時>

清
水
ョシ
は
婦
人
用
自
転
車
が
発
売
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
東
京
の
知
人
に

頼
ん
で
取
り
寄
せ
た
も
の
で
あ
る
。

大
正
二
年
に
滝
川
町
内
の
自
転
車
数
が
三
一
台
、
翌
三
年
に
は
倍
増
の
六
三

台
と
な
り
、
六
年
に
は
一三
一
台
と
し
だ
い
に
所
有
者
が
多
く
な
っ
た
。

大
正
末
期
に
な
る
と
各
商
店
・
企
業
は
一、
二
台
を
備
え
る
よ
う
に
な
り
、

通
勤
者
も
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
一
章
交
通
・
運
輸

大正12年ごろの人力車と車夫

滝川最初の自転車と清水ヨシ
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第
十
一
編
交
通
・
運
輸
・
治
水最近の自転車

昭
和元
年
に
は
六
八
〇
台、
同
七
年

に
九
九
二
台、
翌
八
年
に
一、
二〇
〇

台
と
昭
和
年
代
に
は
急
速
な
伸
び
を
示

し
て
い
る。
昭
和
十
一
年
に
は
滝
川
町

が
一
、
三
七
八
台、
江
部乙
町
が
四
四

九
台、
同
十
七
年
に
は二
、
七〇
〇
台

と
八三
〇
台
、
同
二
十
五
年
が
三
、
一

〇
〇
台
と
一、
一一
〇
台
、
同
三
十
二

年
は
四、
六
五
〇
台
と
一、
二
二
三台

で
計
五
、
八
七
三
台
と
な
る
が
、
こ
の

年
の
戸
数
は
九、
六
五
〇
戸
で
あ
る
の

で、
一
・六
四
戸
に
一
台
の
割
と
な
る
。

最
近
の
自
転
車
台
数
は
明
ら
か
で
な
い
も
の
の、
一戸
に
一
台
平
均
に
は
達

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お、
近
年
は
自
動
車
の
普
及
に
よ
り
成
人
の

自
転
車
乗
用
は
減
少
傾
向
に
あ
り、
反
面、
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
車
タ
イ
プ
が

増
加
し
て
お
り
、
五
段
変
速
機
付
き
、
折
た
た
み
式
な
ど
型
式
の
多
様
変
形
も

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

荷
馬
車
・
馬
橇
・
荷
車

開
拓
当
初
の
作
業
は
人
力
で
あ
っ
た
が、
し
だ
い

に
馬
の
導
入
を
は
か
っ
て
能
率
を
あ
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

屯
田
兵
口
達
簿
の
明
治二
十
三
年
七
月
十
八
日
に
大
隊
長
諭
達
と
し
て
「家

族
乗
馬
シア
ルト
キ
上
官
ニ出
逢
フ
ト
キ
ハ
下
馬
ス
ル
ニ及
ハ
ス
冠
物
等
ヲ
脱

シ
容
儀
ヲ
正
シ
礼
意
ヲ
表
スベ
シ」
と
あ
り
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
馬
を
飼
い
農
作

業
に
入
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

明
治三
十
五
、
六
年
ご
ろ
に
は
中
央
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
裏
手
に
馬
場
が
あ

っ
て
春
秋二
回
に
競
馬
を
行
っ
た
と
き
、
近
隣
町
村
か
ら
相
当
の
出
馬
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で、
馬
の
数
も
増
え
て
き
た。
明
治
四
十
三
年
の
滝
川
町
に
は

馬
が
五
七
九
頭
、
江
部
乙
村
は
四
二
九
頭
を
数
え
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
馬
車、
馬
橇
は
当
時
最
高
の
運
搬
具
で
あ
り、
昭
和
二
十
年
代

ま
で
続
く
こ
と
に
な
る
。

大
正
二
年
刊
の
滝
川
町
発
展
史
に
は
荷
馬
車
五
三
六、
荷
車
七三
と
あ
り、

大
正
七
年
刊
の
滝
川
町
勢
一
班
に
大
正
四
年
荷
積
馬
車
一
九
五
、
荷
車
七
四
と

な
っ
て
お
り、
馬
車
数
に
大
き
な
開
き
が
あ
る
。

大
正
八
年
ま
で
は二
〇
〇
台
ど
ま
り
が
正
し
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
大
正

九
年
に
至
っ
て
四
五
一
と
急
激
に
増
え、
昭
和
年
代
も
四〇
〇
台
代
程
度
で
あ

っ
た
。

明
治
時
代
の
馬
車
は
車
輪
幅
が
狭
く
二
寸
(約六
セン
チ
メ
ー
ト
ル)
以
下
の
木

製
車
輪
に
鉄
輪
を
は
め
た
も
の
が
使
わ
れ、
重
い
荷
を
曳
く
と
通
路
に
溝
を
つ

く
り
、
雨
降
り
に
は
道
路
が
泥
田
の
よ
う
に
な
っ
て
車
輪
が
埋
ま
っ
て
動
け
な

く
な
る
こ
と
が
普
通
で
あ
っ
た。
この
た
め
荷
傷
み
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

大
正
時
代
に
入
る
と
道
路
に
砂
利
も
入
り
よ
く
な
っ
た
う
え
に、
車
輪
幅
も

三
寸
(約十

セ
ンチ
メー
ト
ル)
に
改
良
さ
れ
悪
路
で
も
比
較
的
に
曳
き
や
す
く
な

っ
た
。

大
正
末
期
の
荷
馬
車
は
一
台
五
十
五
円
位、
馬
橇
は
一台
二
十
七
円
く
ら
い

で
あ
っ
た
。

昭
和
八、
九
年
ご
ろ
に
な
る
と
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
を
つ
け
た
保
道
車
が
従
来

の
木
製
車
輪
に
替
わ
っ
て
使
わ
れ
だ
し
、
曳
き
や
す
く
音
も
な
く
、
品
傷
み
も
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少
な
く
、
ま
た
多
く
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

道
路が
良
く
な
っ
て
馬
が
曳
き
や
す
く
な
る
と
積
載
量
を
多
く
す
る
た
め
に

タ
イ
ヤの
径
を
小
さ
い
も
の
にし
て、
荷
台
を
上
に
広
く
し
た
も
の
が
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

馬
橇
は
冬
道
に
欠
か
せ
な
い
運
搬
具
で、
木
枠
を
組
み
合
せ
た
橇
に
梶
棒
を

左
右
に
付
け、
馬
に
曳
か
せ
る
も
ので
あ
る
。

馬
の
数
に
比
べ
比
較
的
に
少
な
く、
大
正
初
期
ま
で
の
数
に
つ
い
て
不
明
で

あ
る
が、
大
正
八
年
に
一三
五
(旧
滝川町)、

昭
和二
十
二
年
は
滝
川
町
で
農

用
五
二
〇
、
そ
の
他
一〇
〇
、
江
部乙
村
は
一
般
六
五
〇
、
営
業
一
五
と
な
っ

て
い
る
。

荷
車
は
人
力
の
荷
物
運
搬
具
で、
大
正
二
年
に
七三
、
大
正
七
年
一二
四、

昭
和
元
年
二
三
五
(注
いず
れも
滝川
町)
と
し
だ
い
に
増
え
て
い
る
。

昭
和
の
初
期
に
入
る
と
木
製
荷
車
に
替
わ
っ
て
リ
ヤ
カ
ー
が
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
急
速
に
普
及
し
て
荷
車
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
昭
和二
十
二
年
に

は
リ
ヤ
カ
ー
五
〇
三
、
荷
車
五
〇
(滝川町)、

江
部
乙
村
は
リ
ヤ
カー
二
五
〇

で
あ
っ
た
。

荷
車
は
終
戦
後
間
も
な
く
姿
を
消
す
こ
と
に
な
っ
た
が、
荷
馬
車、
馬
橇
は

昭
和
三
十
年
代
に
入
っ
て
耕
耘
機
が
導
入
さ
れ
だ
し
て
馬
が
減
少
し
て
か
ら
は

同
様
に
少
な
く
な
り、
農
業
近
代
化
の
波
に
の
り
ト
ラ
ク
タ
ー
の
普
及
に
伴
い

ま
っ
た
く
馬
の
必
要
性
が
な
く
な
っ
て、
昭
和
三
十
五、
六
年
か
ら
は
馬
・
荷

馬
車
・
馬
橇
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
状
態
と
な
った
。

馬 橇

荷 車

第
一
章
交
通
・
運
輸

円物玩具雑債

大正末期荷馬車と車夫

保 道 車 (積荷が多くなった)
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第
十
一
編
交
通
・
運
輸・
治
水

こ
の
と
き
の
こ
と
を
「
ゆ
う
べ
お
っ
と
」
第
十
四
号
に
一木
ノ
ブ
が
述
べ
て

い
る
。

私
が
滝
川
町
立
第
一
小
学
校
補
習
科
二
年
生
で
十
六
歳
の
時
で
し
た。
当
時
は
ま
だ
自
転

車
が
十
軒
に
一
台
く
ら
い
し
か
無
い
時
代
の
事
で
、
オ
ー
トバ
イ
も
自
動
車
も
無く
車
と
言

え
ば
馬
車
が
唯
一
の
交
通
機
関
で
し
た。
滝
川
駅
前
に人
力
車
が
四～
五
台
客
を
待ち
合
せ

乗
せ
て、
車
夫が
引
い
て
走
り
今
の
ハイ
ヤ
ー
の
役
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
時
代
で
す
か
ら
空
を
飛
ぶ
飛
行
機
な
ど
夢
の
よ
う
な
話
で
す。
当
日
は
近
隣
町
村
は

も
ち
ろ
ん
遠く
岩
見
沢
・
美
唄
・
深
川
方
面
か
ら
見
物
客
が
前
日
か
ら
押
し
寄
せ、
野
宿
を

し
て
開
場
を
待
って
い
る
あ
り
さ
ま
で
し
た
。

飛
行
機
は
前
の
会
場
か
ら
解
体し
て
汽
車
で
運
び、
滝
川
駅
か
ら
何
台
も
の
馬
車
で
運
び

会
場
で
組
み
立
て
ら
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

今
の
飛
行
機
は
単
葉
で
す
が、
スミ
ス
飛
行
機
は
複
葉
で
現
在
の
セ
ス
ナ
機
く
ら
い
の
小

型
で
プ
ロペ
ラ
が
後
部
に
つ
い
て
お
り
、
人
は
そ
の
前
に
座
席
が
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
学
校
の
先
生
の
引
率
で
団
体
で入
場し
まし
た
が、
入
場
料
は大
人
が
立
見
席

五
十
銭、
桟
敷
席
一円
四～
五
十
銭
で
あ
っ
た
と
記
憶し
て
い
ま
す。
会
場
は
見
物人
が
十

重
二
十
重
に
取
巻
き
満
員
で
木
戸
止
めと
な
り、
会
場
周
囲
の
大
ヤ
チ
ダ
モそ
の
他
の
木

は
見
物人
が
鈴
成
り
に
登
り、
ま
た
横
の
第
二
小
学
校
校
庭
など
大
勢
の
人
で
大
混
雑
で
し

た。
騎
馬
警
察
官
が
数
頭
会
場
の
ま
わ
り
の
警
備
に
当
た
り
物
し々
い
警
戒
で
す
。

ス
ミ
ス
飛
行
士
は二
十
五
～
六
歳
位
で
五
尺
二
～
三
寸
(約
一
メ
ー
ト
ル
六
〇
セ
ン
チ)

の小
柄
な
人
でし
た。
四
十
歳
位
の
母
親と
一
緒
で
お
母
さ
ん
の
洋
装
が
私
た
ち
は
珍
ら
し

く
思
い
ま
し
た
。
スミ
ス
さ
ん
は
札
幌
市
の
興
業
で
飛
行
機
か
ら
落
ち
た
と
の
事
で
、
ち
ょ

っと
び
っこ
を引
いて
いま
し
た。

さ
て
飛
行
機
に
搭
乗
す
る
時
は
飛
行
服
に
身
を
か
た
めバ
ン
ド
でし
っ
か
り
と
から
だ
を

締
め、
合
図
と
共
に
整
備
員
がプ
ロ
ペ
ラ
を
手
で
力
一
杯
回
す
と
、
エ
ン
ジ
ンが
始
動
し
飛

び
上
り
ま
し
た
。

上
空
を
静
か
に
旋
回
し
な
が
ら、
横
転、
逆
転、
宙
返
り、
木
の
葉
落
し
な
ど
何
回
も
何

回
も
繰
り
返
し
手
に
汗
握
る
高
等
飛
行
の
妙
技
披
露
を
行
い
最
後
に
キ
リ
モミ
急
転
下
で
会

場
に
着
陸
し
ま
す
。

こ
の
飛
行
は
二
～
三
回
行
わ
れ
たと
思
い
ま
す
が、
見
物
客
は
生
れ
て
初
めて
見
る
飛
行

機
シ
ョー
に
酔
い
ヤ
ン
ヤと
大
喝
采
を
送
る
の
で
あ
り
ま
し
た。
昼
食
の
時
滝
川
町
か
ら
ト

同
三
十
三
年

同
三
十
二
年 三

同
二
十
三
年

五八
同
二
十
二
年

同
二
十
二
年

同
十
一
年

司 同同
十
一
年
九年
八
年

元
年
九年 八年
七年 六
年

五
年

四
年

大
正

二
年

鉄保 鉄保 馬保
輪道 輪道車道
車 車

他 農
業
用

四二六

三
一

m0O 〇六
四00

1100

四二〇
四〇三
四五○
四三一
四
三 二六
二四五一

三五三
三
六

三二〇
一九五 五三

リ
ヤ
カ
ー

一八七
リ
ヤ
カ
ー

リ
ヤ
カ
ー

リ
ヤ
カ
ー

営
業
用

農
業
用
四00
100

車五二三

二六〇 五三
二 一四九
一二四
三二四 九九 八四 三七七四 人力

車

五、八一0

一、三
三

七〇〇
一
般

営
業

七、
二

他農

三六

馬用

1 六五〇

六五〇 一五

100
五二0

滝
川
町
〃

江
部
乙
町
〃

‒

滝
川
町
〃

江
部
乙
町
〃

滝
川
町
予
算
書

昭
和
十
一
年
村
勢
一
覧

江
部
乙
村

滝
川
町
予
算
書

同
右

同
右

昭
和
十
年
町
要
覧

五四四
町予
算書

同 同

右 右

大
正
十
年
町
勢
一
覧

右

滝
川
町
勢
一
班

滝
川
町
発
展
史

‒
‒

同 同

同

摘
要

諸
車
調
数

同 同

区
分

荷
積
馬
車

滝
川
最
初の
自
動
車
と
飛
行
機

滝
川
で
最
初
に
自
動
車
を
走
ら
せ
た
の
は

大
正
六
年
八
月二
十
八
日
ア
メリ
カ
人
の
アー
ト
・
スミ
ス
と
い
う
人
が
、
今

の二
の
坂
町
の
滝
の
川
公
園
に
あ
た
る
屯
田
練
兵
場
跡
で
飛
行
機
を
操
縦
す
る

た
め
に
来
た
時
で、
自
動
車
も
飛
行
機
も
珍
ら
し
く
入
場
券
を
出
し
て
た
く
さ

ん
の
人

が々
集
ま
っ
た
。

1 ‒
‒

‒‒‒

‒
‒

三 五 五 〇

111 10

九 四 四 三 三 三 自
転
車四四九

一、三
八

一、〇九九
一、二〇〇 〇
六九九二 二四
二

公九三三八�三

一四〇 一三五
一三五
同

同同同
七年

昭
和
同 同

車
‒‒‒

二五〇 〇五
五〇三

手
車 荷
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アート・スミスと飛行機

アート・スミスと母親

アート・スミスの自動車

宮 大 汽 た

アート・スミス飛行大会入場券

動
車)
の
運
転
で
す
。
車
の
色
は
黄
色
で
助
手
席
に
同
乗
し
て
手
を
振
っ
て
愛
矯
を
ふ
り
ま

き
な
が
ら
会
場
を
数
回
回
わ
り
、
私
た
ち
は
自
動
車
も
初
め
て
見
る
の
で
大
拍
手
で
喜
び
ま

し
た
。
こ
の
日
は
道
路
端
に
露
店
が
並
び、
模
型
飛
行
機
や
スミ
ス
飛
行
の
絵
葉
書
な
ど
が
よ
く

売
れて
い
ま
し
た。
ま
た
増
田
空
知
支
庁
長
か
ら
、
甲
斐
絹
織
の
反
物
を
記
念
に
スミ
ス
さ

ん
の
お
母
さ
ん
にプ
レ
ゼン
ト
し
て
大
変
喜
ば
れ
た
と
の
事
で
あ
り
ま
す
。

ス
ミ
ス
飛
行
大
会
は
道
内
の
主
な
所
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で、
当
時
は
忘
れ

る
こ
と
の
出
来
な
い
強
い
印
象
を
与
え
た
行
事
で
あ
り
、
自
動
車
や
飛
行
機
が

大
き
な
魅
力
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

自
動
車

ア
ー
ト・
スミ
ス
飛
行
大
会
が
あ
っ
て
そ
の
後
間
も
な
く、

ホ
人
力
車
を
や
っ
て
い
た
淤
見
勝
由
が
母
衣
掛
の
乗
用
自
動
車
を
一台
買
い
入
れ

て、
本
通
り
四
丁
目
裏
(現
在の
本
町二
丁
目
一
番)
で
営
業
を
始
め
た
。
し
か
し

こ
れ
は
採
算
が
と
れず
止
めて
し
ま
った
。
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ー
キ
ビ
の
焼
い
た
の
を
出
し
た
と
こ
ろ、
バ
ター
を
つ
け
て
食
べ
た
と
い
う
話
を
聞
き
、
私

た
ち
は
外国
人
はバ
ター
が
好き
なの
だ
な
あと
思
い
まし
た。

飛
行
シ
ョー
が
終
わ
って
か
ら
最
後
は、
ス
ミ
スさ
ん
が
持
参し
た
豆
自
動
車
(小
型
自

アート・スミスの飛行



第
十
一
編
交
通・
運
輸・
治
水

大
正
八
年
に
今
井
一
彦
が
一
の
坂
下
の
城
下
町
(現
在の
大
町六
丁
目一
番
)
に

乗
用
自
動
車二
台
で
営
業
を
始
め
た
。
大
正
十
一年
七
月
に
摂
政
宮
の
来
道
に

際
し
、
新
車
一
台
を
仰
せ
つ
か
っ
て
各
地
へ
随
行
し
た
と
い
わ
れ
る
が、
今
井

も
営
業
が
思
わ
し
く
な
く
三
ヵ
年
ほ
ど
で
止
め
た
。

<「滝
川
市
史
」・
今
井
定
次
郎
談
よ
り
>

こ
の
こ
ろ、
さ
き
の
か
見
と
斉
藤
某
が
共
同
で
自
動
車
と
人
力
車
の
二
本
建

て
で
本
町
一
丁
目
二
番
に
お
い
て
再
度
営
業
を
は
じ
め、
貨
物
自
動
車
を
入
れ

て
新
十
津
川
村
西
徳
富
(現、
吉
野
町)ま

で
定
期
輸
送
も
営
み、
大
正
十二
年
に

は
林
義
清
が
旭
川
か
ら
乗
用
自
動
車
一台
を
入
れ
、
駅
前
通
り
(現
栄
町
二
丁
目

二
番)
で
「
ツ
バ
メ
」
と
い
う
自
動
車
業
を
は
じ
め
た
。

新
し
い
事
業
を
起
こ
す
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で、
客
の
奪
い
合
い
は
運
賃
を

下
げ
て
ま
で
の
張
り
合
い
と
な
り、
お
互
い
に
損
を
し
て
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま

っ
た
。

こ
の
時、
滝
川
の
有
力
者
で
あ
っ
た
五
十
嵐
太
郎
吉、
前
田
久
吉
が
仲
裁
の

労
を
と
り
、
両
者
合
同
し
て
滝
川
自
動
車
運
輸
株
式
会
社
を
設
立
さ
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
と
し
て
は
営
業
採
算
に
合
う
ま
で
に
達
せ
ず
大
正

十
五
年
に
売
却
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
が、
こ
の
会
社
は
後
の
滝
川
バ
ス
株
式

会
社
と
な
っ
た。

大
正
年
代
の
自
動
車
数
は
大
正
九
年
に
初
め
て
一台

(町
勢
一
班
大
正
十
年
刊
)

を
記
録
し
て
お
り
、
昭
和
元
年
に
は
二
台
と
な
っ
て
い
る
。<滝
川
町
予
算
書〉

昭
和
七、
八
年
は
八
台、
昭
和
九
年
は
乗
用
自
動
車
八
台
と
貨
物
自
動
車
四

台、
昭
和
十
一
年
は
乗
用
四
二
台、
貨
物二
一
台
と
増
加
し
て
い
る
。
同
十
三

年
五
月
一
日
自
動
車
燃
料
ガ
ソ
リ
ン
は
切
符
制
度
の
割
り
当
て
配
給
制
度
と
な

っ
た
。
昭
和
十
五
年
ご
ろ
と
な
る
と
自
動三
輪
車
も
四、
五
台
使
わ
れ
て
い
る

が、
戦
時
色
が
濃
く
な
る
と
燃
料
面
で
不
自
由
と
な
り
個
人
使
用
は
で
き
な
く

な
っ
た
。

昭
和
十
六
年
九
月
にバ
ス
に
対
す
る
ガ
ソ
リ
ン
配
給
の
停
止
が
あ
っ
た
。
運

送
会
社
の
ト
ラ
ッ
ク、
バ
ス
は
木
片
を
燃
や
す
木
炭
車
と
な
り、
ガ
ソ
リ
ン
車

は
ほ
と
ん
ど
軍
事
用
に
使
わ
れ
た
。

終
戦
後
は
軍
の
払
下
げ
を
受
け
た
ト
ラ
ッ
ク
や
米
軍
の
使
っ
た
ジ
ー
プ
な
ど

が
民
間
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
二
十
七
、
八
年
ご
ろ
に
な
る
と
自

転
車
に
小
さ
な
動
力
を
取
り
付
け
た
「
カブ
」
自
転
車
が
流
行
し、
続
い
て

「
ス
クー

ター
」
も
普
及
し
て
き
た
。

滝
川
で
初
め
て
オ
ー
トバ
イ
に
乗
っ
た
の
は
昭
和
二
年
に
久
保
正
幹
(栄
町)

が
農
場
を
巡
視
す
る
た
め
に
使
った
。
同
じ
こ
ろ
太
田
信
吉、
北
村三
右
ヱ
門

も
購
入
し
て
乗
り
回
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

「江
部
乙
で
は
昭
和
三
年
に
鈴
木
盈三
が
最
初
で
、
間
も
な
く
十
枝
内
獣
医

が
乗
っ
た。
江
部
乙
で
の
自
動
車
は
昭
和
六
年
に
駅
前
の
通
に
貨
物
ト
ラ
ッ
ク

が
入
っ
た
の
が
最
初
で
あ
り、
自
家
用
車
は
昭
和二
十
六
、
七
年
ご
ろ
に
吉
田

恵
医
院
が
最
初
で
あ
る
。」

つ
み

<江
部
乙
町
鈴
木
一
談
>

ス
クー

タ
ー
は
女
性
で
も
乗
り
易
い
こ
と
か
ら
急
激
に
普
及
し
た
も
の
の
、

三
十
五、
六
年
ご
ろ
に
な
る
と
急
減
し、
や
が
て
姿
を
み
せ
な
く
な
り
、
オ
ー

トバ
イ、
自
動
三
輪
貨
物
車
の
普
及
を
み
て、
こ
れ
に
続
い
て
普
通
自
動
車
の

急
増と
な
っ
た
。

自
動
車
の
普
及
発
達
は
社
会
生
活
を
向
上
さ
せ
た
反
面
、
交
通
事
故
の
増
加

662
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年
度

二、
空三

二
、七八三

九、五五九
七、五〇一
五、六三七
四、七〇五
六、二五〇
五、一八八
四、二四九
三、三五七
三、七五〇
三、二
三

総
数
乗
用

五、一六三
五、五四一

三、五三七
二、二五四
一、五七〇
一、二三三
一、二〇八
八一六
四五八
四三七 四三 二八八

四六五
三
三

二八〇 六11011
101 二九 ーセ
二五九
二六五
二九七
二三
八
二〇六
三三三
二
輪
小
型

宅三二〇七
四、二三三

四、三七四
三、六六五
三、八一五
二、二九九
二、〇五二
一、五七一
一、三三四
九八六
八七六
六九八

貨
物

一、六二〇
一、五三〇

一、二
〇

一、〇九八
八九九 九四二

五〇九
四四〇
芸
一
二三六
二七八 六一

軽
自
動
車

四・七

人
口
人

一
台
当
り 1 1

1
二、〇八二
一、九六九
一、八〇七
一、二九〇
一、九八〇
八〇六

そ
の
他

11 11 11 "1

11 11 11 11 11 11

旧
滝
川
市

摘
要

昭
和
三
三
年

区
分

同
七
年

昭
和
元
年

大
正
九
年

年
別

自
動
車
数

を
招
き、
交
通
安
全
・
災
害
補
償
問
題
な
ど
現
代
社
会
生
活
に
切
り
離
せ
な
い

一
端
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。

二
二 四

貨
物
自
動
車

二
一四
二

三
輪

オ
ー
ト

<
「
大
正
十
年
町
勢
一
覧
・
昭
和
十
年
町
勢
要
覧
・
滝
川
町
予
算
書
」
>

同
一
一
年

同
九
年

昭
和
八
年

年
別

二
五
九

自
家用 ッ ッ

九
八

営
業
用 ク

四二 八 八

乗
用
自
動
車<
滝
川
町
調
>

カー サイ
ド

四・四
新
滝
川
市

二〇五
一八一
一六三
一四四

一四0
����
10三 八〇 七六 四七

特
殊

車
種
別
自
動
車
実
在
数
調
(各
年
度
末
数
)

署官

五 用公

乗

自
家
用

用 用
一
一
一

営
業
用

車

貨
物
自
動
車

署官
一 用公

ト八

ラ ラ三、五九七
101 五三 1

乗
用
自
動
車ハ ニ ー

七

二三

乗
合

昭和15年ごろの自動車

663

大正10年代今井自動車のフォード車

昭和15年ごろの自動車

四
月

二三六



第
十
一
編
交
通
・
運
輸
・
治
水

52515049485 5

三、
三
二
九

三、
一五〇

乗
客
数

第
十
三節

自
動
車
運
輸

滝
川
自
動
車
運
輸
株
式
会
社

大
正
年
代
の
末
期
に
氷
見
・
斉
藤
の
自
動
車

営
業
に
対
抗
し
た
林
義
清
の
ツ
バ
メ
自
動
車
の
競
合
に
よ
り
滝
川
自
動
車
運
輸

を
設
立
し
た
が
、
営
業
も
思
う
よ
う
に
い
か
な
く
当
時
メ
加
賀
井
運
送
店
を
開

業
し
て
い
た
加
賀
井
弥
市
に
売
却
し
た
。

世
の
進
展
に
伴
っ
て
交
通、
運
輸
の
必
要
が
日
と
と
も
に
盛
ん
と
な
り
、
自

動
車
運
輸
も
時
代
の
要
請
と
な
り
つ
つ
あ
る
時
に
あ
っ
た
。

大
正
十
五
年
九
月
三
十
日
資
本
金三
万
円
を
も
っ
て、
滝
川
自
動
車
運
輸
株

式
会
社
を
創
立
し
、
社
長
に
は
五
十
嵐
太
郎
吉
が
就
任
し
た
。

昭
和
の
初
期
に
はバ
ス
四
台、
乗
用
車
三
台
で
浦
臼
行、
雨
竜
行、
南
幌
加

行
、
江
部
乙
行
(昭和五

年)
と
定
期
運
行
並
び
に
貸
付
運
行
を
し
て
い
た
。

(会
社)

業
者
数 三・三
三・六
三・九

〃

四・二

〃

四・四

五 五
車自 "1 11 11 11 11

一
〇
四

一
〇
四 数 動

ハ
イ
ヤ
ー
利
用
状
況
(中
空
知
地
区
ハ
イ
ヤ
ー
協
会
資
料
)

八、
100

一四、四五一
一五、六九五

九、〇六四

(注
・
そ
の
他
は
原
動
機
付
自
転
車
・
耕
耘
機
が
含
ま
れ
る
。)

八〇八
七一五

四、四二六
四、三二三

七、〇六一
六、二五四
五、六四三(会

社)
業
者
数

五 五

一
〇〇 八九

自
動
車
数

11P
三五 一〇六
10五
一〇九

九五 九三

八六 九二
三、五六五
三、六四一三、

五
六
九

三
、
六
四
六

千
人

乗
客
数

一、一八五
一、二〇五
一、二七三
一、六
五

一、六一六
特
に
西
徳
富
(新
十
津川
村南
幌
加
方
面)
に
は
毎
日
午
前
と
午
後
に
一
回
づ
つ

逓
送
も
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

昭
和
七
年
滝
川
バ
ス
株
式
会
社
と
改
称
し、
昭
和
九
年
に
は
浜
益
行
の
直
行

運
行
を
開
始
し
た
。

昭
和
十
年
十
月
三
日
石
狩
川
右
岸
に
鉄
道
が
布
設
さ
れ、
す
な
わ
ち
札
幌
桑

園
・
石
狩
沼
田
間
一
一
一
・四
キ
ロ
メ
ー
ト
ルの
札
沼
線
が
全
通
し
た
の
で、

滝
川
・
浦
臼
間、
滝
川
・
雨
竜
間
の
定
期
バ
ス
運
行
を
廃
止
し
た
。
車
庫
及
び

事
務
所
を
設
備
す
る
た
め、
滝
川
館
(館主

竹
田勇)

を
買
収
し
て
大
型
バ
ス二

台、
小
型
バ
ス
一
台、
ほ
か
に
乗
用
車
数
台
を
備
え
て
営
業
を
行
っ
て
い
た
。

昭
和
十
八
年
三
月
一
日
戦
時
の
強
制
合
同
令
に
伴
っ
て、
北
海
道
中
央
乗
合

自
動
車
株
式
会
社
に
吸
収
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

就
任
年
月
日

大
正
一五・
九・三

二
代
加
賀
井弥
市
昭
和
五・
一・二七

昭
和

ン・スまで
二
・元 パ・
九・よ

り

歴
代
社
長
名

初
代
五
十
嵐
太
郎吉

三
代
次
田
秀
彦
昭
和
九・
一・三

四
代
中
島
長
蔵
同

北
海
道
中
央
バ
ス
株
式
会
社
空
知
事
業
部
滝川
営
業
所

昭
和
六
年
四
月
一
日

に
鉄
道
省
は
自
動
車
交
通
事
業
法
を
公
布
し
、
バ
ス
事
業
は
自
動
車
運
輸
事

業
、
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
・
大
型
貸
切
・
ト
ラ
ッ
ク
事
業
は
自
動
車
運
送
事

業
と
区
別
し
て
、
昭
和
八
年
十
月
一日
か
ら
実
施
し
た
。

昭
和
十
三
年
に
ガ
ソリ
ン
を
割
り
当
て
制
度
と
し
、
昭
和
十
五
年
一
月
に
は

陸
運
統
制
令
が
公
布
さ
れ
た
。

バ
ス
事
業
は
昭
和
六
年
以
降
に
一
般
経
済
界
の
相
つ
ぐ
不
況
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
小
資
本
で
も
容
易
に
開
業
が
で
き
、
し
か
も
現
金
収
入
で
魅
力
的
な
事
業

の
一
つ
で
あ
った
た
め、
乱
立
ぎ
み
で
小
さ
なバ
ス
会
社
が
各
地
に
あ
っ
た
。

664

年
度5048
二、六九七

四八八
1100

5251

年度

<
北
海
道
総
務
部
地
方
課
調
・
札
幌
陸
運
協
会
調
・
道
統
計
書
>

千
人

三、八九九
三
、一五三

五六八
五三

三、八〇五



昭
和
十
六
年三
月
十
日
社
団
法
人
日
本
乗
合
自
動
車
協
会
北
海
道
支
部が
解

散
し
て
北
海
道
乗
合
自
動
車
運
送
事
業
組
合
が
創
立
さ
れ、
物
資
の
共
同
購
入

機
関
と
な
っ
た
。
昭
和
十
七
年
八
月
二
十
一
日
鉄
道
省
か
ら
旅
客
自
動
車
運
輸

事
業
統
合
が
示
さ
れ、
各
道
府
県
を
一
な
い
し
数
箇
の
交
通
圏
に
分
け
る
統
合

指
導
が
あ
り、
同
年
十
月
十
二
日
北
海
道
に
お
け
る
統
合
要
綱
に
よ
り
道
内
八

地
方
の
指
定
が
あ
っ
た。
空
知
地区
は
札
幌
地
区
に
入
り
後
志、
石
狩も
含
ま

れ
た。
こ
のこ
ろ
か
ら
太
平
洋
戦
争
は
一
段
と
激
し
く
物
資
も
窮
乏
し
て
き

た
。翌
昭
和
十
八
年三
月
一
日
戦
時
の
強
制
合
同
令
に
よ
っ
て、
滝
川バ
ス
株
式

会
社
と
他
二
十
社
を
も
っ
て
北
海
道
中
央
乗
合
自
動
車
株
式
会
社
が
設
立
さ

れ
、
本
社
は
小
樽
市
稲
穂
町
東
三
丁
目二
九
番
地
に、
資
本
金
一
三
五
万
円、

各
統
合
業
者
から
引
き
継
い
だ
バ
ス
車
両
は
合
計
一
七
五
台、
う
ち
稼
働
可
能

車
両
一
四
八
台、
初
代
社
長
に
杉
江
仙
次
郎
が
就
任、
従
業
員
二
一
八
名、
免

許
路
線
七
〇
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
仮
営
業
を
開
始
し
た
。
支
社
は
小
樽
と
札
幌

に
置
き
滝
川
営
業
所
は
札
幌
支
社
に
包
括
さ
れ
た
。

幌
貸
切
事
業
部
\\千

歳
・
江
別
・
月
寒
・
函
館

空
知
事
業
部
(滝
川
・
砂
川
・
芦
別
・
深
川
・
旭
川
・
岩
見
沢
・
栗
山
・
美
唄)

整
備
工
場
小
樽
・
札
幌
・
空
知

空
知
事
業
部
は
当
初
滝
川
営
業
所
と
し
て
滝
川バ
ス
株
式
会
社
を
吸
収
し
昭

和
十
八
年三
月
一
日
から
営
業
に
入
っ
た
。
滝
川
バ
ス
は
ト
ヨ
タ三
台、
フ
ォ

ー
ド
一
台、
ニ
ッサン

一
台
のバ
ス所
有
で、
いず
れ
も
木
炭
の
代
燃
車
で
あ

り、
非
重
要
産
業
部
面
と
し
て
車
両
・
資
材
な
ど
も
不
足
が
ち
で
、
苦
難
な
環

境
に
耐
え
て
営
業
を
続
け
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
十
七
年
八
月
現
在
の
運
行
状
況
に
つ
い
て
は
(注・

滝
川
バ
ス
の
運
行
)

滝
川
駅
～
吉
野
町

11
～
石
狩
橋
本

六
・
〇

五
・
〇

一
七
・
八

二
五
一
五
七〇
銭

運
賃

一
・
一〇

、時

二
五

二
〇

.

資
本
金第
一
章
交
通
・
運
輸

(昭
和
五
十二
年
六
月
就
任)

(全
ワン
マ
ン
化)

内
訳
事
務
男
二
九
四
名
女
一三
一
名、
整
備
男
一
八
九
名、
女
一
名

社
員
数

乗
務
員
男
一、
四
六
八
名、
車
掌
女二
二
名、
観
光
ガ
イ
ド
女二
八
八
名

用
務
員
男
五
名

事
業
内
容
1
一般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送事
業

2
一
般
貸
切
旅
客
自
動
車
運
送
事
業

本
社 3

自
動
車
整
備
事
業

支 本

社 社

社
支

札
幌
市
中
央
区
大
通
東
一丁
目
三
番
地

小
樽
市
色
内
町
一丁
目
八
番
六
号

東
京
事
務
所

事
業
部
及
び
営
業
所
〔(
)内が

営
業
所〕

小
樽
事
業
部
(真
栄
・
お
た
も
い
・余
市
・
岩
内)

札
幌
乗
合
事
業
部
/
(
平
岡
・
南
郷
・
大
曲
・
札
幌
北
・
石
狩
)

-

昭
和
十
八
年
十
二
月
一
日
運
輸
通
信
大
臣
よ
り
旅
客
自
動
車
運
輸
事
業
の
認

可
を
受
け、
翌
十
九
年
一
月
二
十
七
日
設
立
登
記
を
完
了
し
て
正
式
発
足
し

た
。昭
和
二
十
四
年
六
月
三
日
社
名
を
北
海
道
中
央
バ
ス
株
式
会
社
に
改
称、
同

年
十
月
六
日
一
般
貸
切
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
免
許
を
得
て
貸
切
事
業
を
併
設

し
た
。

昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
現
在
で
は
次
の
会
社
内
容
で
あ
る
。

ン
～
中
徳
富

665

現
在
社
長
名
中
島
秀
雄

バ
ス
車
両
数

除
雪
車
両
数

一、
〇
二
六
両
(乗
合
八
一〇
両、
貸
切
二
一
六
両)

乗
合
免
許
路
線二
、
二〇
一
メー
ト
ル

二、
三
九
八
名
(男
一、
九
五
六
名、
女
四
四二
名)

二
三
両

距
離

所
要
時
間
分

八
億
円



で
あ
っ
た。 第
十
一
編
交
通
・
運
輸
・
治
水

統
合
に
お
け
る
滝
川
バ
ス
の
現
物
出
資
額
六
万
一、
七
〇
〇
円
、
譲
渡
物
件

価
格
一
万
三
、
二
七
四
円
二
六
銭
で
全
体
に
占
め
る
割
合
は
現
物
で
五
パ
ー
セ

ン
ト
譲
渡
分
は二
・
三パ
ー
セン
ト
に
あ
た
り
、
新
会
社
で
の
株
式
数
二
万

七
、
〇
〇
〇
株
の
う
ち
一、
二三
四
株
を
得
て
い
る。

昭
和
十
八
年
九
月
三
十
日、
太
平
洋
戦
争
が
ま
す
ま
す
激
し
く
な
り、
石
狩

月
形
か
ら
石
狩
沼
田
間
鉄
道
の
営
業
停
止
に
伴
い、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
省
営
自

動
車
が
滝
川
に
営
業
所
を
開
設
し
た
の
で、
昭
和
十
九
年
十
月
一
日
滝
川
・
浦

臼
間、
滝
川
・
雨
竜
間
の
路
線
は
省
営
に
強
制
買
収
さ
れ
て
営
業
成
績
は
振
わ

な
か
っ
た
。
昭
和
二
十
三
年
四
月
滝
川
整
備
工
場
を
花
月
町
に
設
置
し
た
。

昭
和
二
十
四
年
九
月
機
構
改
革
に
よ
り
地
方
営
業
部
制
が
発
足
し、
小
樽
・

札
幌
・
岩
見
沢
及
び
北
空
知
に
分
け
北
空
知
営
業
所
を
統
括
す
る
部
門
と
し
て

滝
川
地
方
営
業
部
を
新
設
し
た
(滝川
・
芦
別・
深
川の
各
営
業
所
を
管
轄)。

昭
和
三
十
四
年
八
月、
滝
川
駅
前
の
営
業
所
を
改
築
し
て
滝
川
タ
ー
ミ
ナ
ル

と
し
て
地
方
営
業
部
と
営
業
所
を
併
設
し
た
が、
昭
和
四
十
二
年
九
月
十
九
日

滝
川
整
備
工
場
が
狭
隘
の
た
め
砂
川
市
空
知
太
に
移
転
し
た
た
め
同
年
十
月
滝

川
営
業
所
を
花
月
町
の
旧
滝
川
整
備
工
場
跡
へ移
転
さ
せ
た
。

昭
和
四
十
三
年
五
月
滝
川
地
方
営
業
部
の
管
轄
運
行
路
線
は
約
四
百
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
よ
う
に
な
り
、
利
用
客
も
年
々
増
加
し
て
滝
川
タ
ー
ミ
ナ
ル

が
狭
く
な
り
バ
ス
運
行
上
か
ら
移
転
新
築
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
明
神
町
二
丁

目
一
番
に
鉄
筋
コン
ク
リ
ー
ト
地
下
一階、

地
上
四
階
建
て、
延
べ
面
積
三
、

六
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ルの
近
代
的
ビビ
ルの
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
築
に
着
手
し
た
。

篠
原

同
四
十
三
年
十
一
月二
十
七
日
開
設
式、
祝
賀
会
が
盛
大
に
行
わ
れ、
全
館

中央バス滝川ターミナル

冷
暖
房、

エ
レベ
ー
ター
、
エ
ス
カレ
ー
ター
の
設
備
と、
タ
ーミ
ナ
ル
に
は

同
時
に八
台
の
バ
ス
発
着
が
可
能
な
施
設
を
被
露
し
た
。

昭
和
四
十
六
年
九
月、
南
空
知
を
統
括
し
て
い
た
岩
見
沢
地
方
営
業
部
を
吸
・

収
し
、
空
知
営
業
部と
改
称
し
て
空
知
地
方
全
域
の
ほ
か
旭
川
・
留
萌
・
富
良

野
を
含
め
る
統
括
し
た
営
業
部
に
昇
格
し
た
。

空
知
営
業
部
の
管
轄
の
も
と
に
あ
る
滝
川
営
業
所
担
当
の
乗
合
バ
ス
路
線
は

札
幌
・
留
萌、
札
幌
・
滝
川、
札
幌
・
芦
別、
滝
川
・
旭
川
(音江
経
由
・
雨
竜

経
由)、

滝
川
・
深
川
(音江

経
由・
雨
竜経
由)、
滝
川
・
芦
別、
歌
志
内
富
平
、

江
部
乙
、
札
幌
・
浜
益、
滝
川
・
浜
益、
吉
野
町、
総
進、
上
総
進、
滝
川
市

内
(
1
2
3
4
各
系
統)
各
線
と
な
っ
て
い
る
。

歴
代
空
知
事
業
部
長
就
任
年
月
日

五
代
三
代
初
代
中
島
秀
雄
昭
和三
・
六・
一

増
田
正
久
少
四六・
九・
一

巌
ク
吾ニ・
六・
一

就
任
年
月
日

二
代
川
北
惣
吉

四
代
菊
田
邦
彦
昭
和
四・
五・三

666



歴
代
滝
川
営
業
所
長

初
代
中
島
秀
雄
昭
和一八・

三・
一

二
代
菊
地
正
次
昭
和二四・

九・
一

三
代

(主
任)峯

廻
幸
夫

〃
二九・
七・
一

五
代
坂
口
高
秀
♪
四八・二〇・三

六
代
毛
利

四代
加
藤二
、五
八

一九、二八四
三〇、六八〇
一九、四八六
三三
、〇八六

歌志内

方 面

八、八元
八、三七〇
九、六九六
10、八八〇
一〇、六四四

浜 益 数
方 面

五七、七八〇
吾四、三

八
五四、四六九
五八、五七四
六三、三〇九 市内線

七六 車両数

5251504948 年 度

注 二、五六七
二、五六三
二、九三四
二、七四〇
一、九〇五

滝川市内線
乗 客 数
(千人)

二三、八〇七
二〇七、八〇三
二〇八、五三七
二三
五、七六四
二五九、六六七

五七、三三四
札
岩
方

幌
沢
面 運

芦
赤方

別
平
面 行

四一、二八一
四三、五七二
四三、一四〇
四九、〇〇八
五七、七九四

留 萌
旭川深
川方面 回

久
雄
ク
五
・
三・三

直
敏
〃
氛
・
二・三セ

物
の
搬
出
に、
自
動
車
を
も
っ
て
運
営
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
昭
和
二
十
一
年
八
月
戦
後
の
復
元
請
願
が
容
れら
れ
て、
同
年
十

二
月
三
日
鉄
道
が
浦
臼
ま
で
復
元
し
た
。

昭
和
二
十
二
年
十
二
月
二
十
七
日
石
狩
当
別
派
出
所
を
札
幌
管
理
部
に
移
管

し
、
月
形
支
区
を
岩
見
沢
自
動
車
区
に
移
管
し
た
。

昭
和
二
十
四
年
九
月
二
十
日
滝
川
自
動
車
営
業
所
を
改
称
し
、
岩
見
沢
自
動

車
区
を
併
合、
月
形
に
支
所、
岩
見
沢、
浦
臼
に
派
出
所
を
置
い
た
。

昭
和
二
十
五
年
十
一
月
一日
岩
見
沢
派
出
所
を
支
所
に
昇
格、
月
形
支
所
を

七

派
出
所
に、
ま
た
昭
和
二
十
六
年
十
一
月二
十
日
和
支
所
を
派
出
所
に
変
更、

五六

昭
和
二
十
八
年
十
月
一
日
金
山
自
動
車
営
業
所
を
併
合
し
、
同
日、
和
、
浦
臼

派
出
所
を
廃
止、
昭
和三
十
一
年
十二
月
十
六
日
札
沼
全
線
の
復
元
を
み
た
の

で
、
今
ま
で
の
旅
客、
貨
物
輸
送
を
旅
客
輸
送
だ
け
と
し
た
。

営業所と車庫

昭
和
三
十
五
年
四
月
一日
岩
見
沢
支

所
を
札
幌
自
動
車
営
業
所
に
移
管
し

た
。
昭
和
四
十
七
年
六
月
十
九
日
新
十

津
川
・
沼
田
間
の
札
沼
線
列
車
運
行
廃

止
に
伴
い、
滝
川
・
石
狩
沼
田
間
旅
客

バ
スの
運
行
を
開
始
し、
そ
の
後
各
地

の
要
請
に
応
じ
て
路
線
の
延
長
を
み
て

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

ま
た、
昭
和
四
十
七
年
に
機
構
の
整

理
統
合
・
合
理
化
の
実
施
に
よ
り
乗
務

車
掌
の
削
減
を
行
い、
ワン
マ
ン
カ
ー

667

第
一
章
交
通
・
運
輸

空
知
事
業
部資
料
に
よ
る

2 1

「運
行
回
数」
は
片
道
一
回
と
す
る
。

国
鉄
滝
川
自
動
車
営
業
所

昭
和
十
八
年
九
月三
十
日
太
平
洋
戦
争
が
苛
烈

と
な
り、
石
狩
月
形
・
石
狩
沼
田
間
の
営
業
が
停
止
さ
れ、
鉄
道
は
逐
次
撤
去

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

国
鉄
で
は
翌
十
月
一
日
に
浦
臼
・
石
狩
追
分
間
二
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
鉄
道

撤
去
と
同
時
に
鉄
道
代
行
路
線
と
し
て、
滝
川
に
本
区
、
月
形、
和、
浦
臼
に

支
区、
当
別
に
派
出
所
を
設
け
滝
川
自
動
車
区
が
営
業
を
開
始し
た
。

昭
和
十
九
年
七
月
一
日、
さ
ら
に
石
狩
追
分
・
石
狩
沼
田
間
一九
キ
ロ
メ
ー

ト
ル、
浦
臼
・
石
狩
当
別
間
四
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
撤
去
す
る
こ
と
に
な
り
、

全
線
九
四
キ
ロ
メー
ト
ル
に
わ
た
る
石
狩
川
右
岸
の
沃
野
を
縦
貫
し
て
そ
の
包

蔵
す
る
米、
雑
穀
類
並
び
に
そ
の
背
後
の
山
岳
か
ら
出
る
無
限
の
林
産
物、
鉱

中
央
バ
ス
空
知
事
業
部
運
行
数
・
滝
川
市
内
線
乗
客
数

四三、五
七

四
、〇八七

四一、二
三

四四、六三六
四〇、四四0
四三、一八〇
四八、六一〇

総 数

見

〇
四一、七四三
四一、一七一



第
十
一
編
交
通
・
運
輸
・
治
水

浦
臼
町
内

"

石
狩
本
線
四九
・
八
キ
ロメー

ト
ル

滝
川
～
石
狩
月
形
(三
八
・
七
キ
ロ
メー
ト
ル)、

砂
川
～
下
四
号
線(五

・
〇
キ
ロ
メ

ー
ト
ル)、

奈
井
江
～
黄
臼
内
(六
・
一キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)

橋
本
町～
石
狩
沼
田
(三
二
・
六
キ
ロ
メー
ト
ル)、

大
和
市
街
～
志
寸
入
口～
四
線

三
号
～
上
三
号
(五
・
二
キ
ロ
メー
ト
ル)、

碧
水
市
街
～
奥
美
葉
牛
(七
・
〇
キ
ロ
メ
ー

ト
ル)、

雨
竜
市
街
～
暑
寒
ダ
ム
(一
一
・
一キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

川
上
線
一
一
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

雨
竜
市
街
～
暑
寒
ダ
ム
(一
一・
一
キ
ロ
メー
ト
ル)

2
各
路
線
区
間
往
復
運
行
数

..

滝
川
・
石
狩
沼
田
間
(一
二)、

滝
川
・
和
間
(一
九)、

滝
川
・
雨
竜
間
(二
三
)、
滝

川
・
浦
臼
間
(一
二)、
滝
川
・
花
月
間
(二
一)、
奈
井
江
・
黄
臼
間
(六)、

滝
川
・
菊

水
間(二

八
・
五)、

砂
川
・
花
月
間
(一
一)、
雨
竜
・
第
二
新
竜
橋
間
(四
)、
滝
川
・

石
狩
新
宮
間
(二
)、
浦
臼
・
石
狩
月
形
間
(一)、

大
和
循
環
線
(二
)、
十
三
戸
・
面

白
内
間
(五)、

碧
水
・
奥
美
葉
牛
間
(六)

〔注
(
)内
は
往
復
回
数
で
あ
る
。〕

3
乗
人員
数
昭
和
五十
四
年
は
一日
平
均四、

六
七
〇
人
であ
る。

(昭
和
三
十
五
年
は
一
日
平
均
七、
一二
六
人
で
あ
った
。)

国
鉄バ
ス
運
行回
数・
乗
客
数

5251504948 年 度

乗 客 数

一、
七
七〇

一、
八
五
一

二
、
〇
五
七

二
、
二
三
五

二、
五
一
七 (千人)

四
一、
五
四
〇

四
一
、
六
一〇

四
一、
六
一
〇

四
一
、
六
一
〇

三
六
、
五
〇
〇

総 数
運

二
四、
七
五
〇

二
四、
八
二
〇

二
四
、
八
二
〇

二
四、
八
二
〇

一
八、
九
八○ 臼方面

回

一
六、
七
九
〇

一
六、
七
九
〇

一
六、
七
九
〇

一
六、
七
九
〇

一
七、
五
二
〇

雨
北
沼
方

竜
竜

・
・
田
面

車 両 数二
〇 二〇 二〇 二〇 二〇

営
業
所
事
務
所
二三
七
・五
平
カ
メ

面

"1
車

ヘ
車
庫
六
三
〇
・〇

〃
附
属
倉
庫

四
八
・
四

ぐ

二
七
・〇

駅
前
乗
務
員
詰
所

〃11 11

同

右

同
四
七・
一
一・
ー

地
内

栄
町
鉄
道
用

同
三六・

一〇
・二
九

積〃

!
同
四四
・
一二
・

ー
ト
ル

昭
和
四二
・
一二
・
七

新
改
築
年
月
日

用有
地明位

〃 内町
鉄
道置

〃
旅
客
上
家

四
六
・
一

-
事
務
掛

‒運
転̶
‒助

役
‒‒運
転
掛(指

導
・
運
転
士
・
庫
内
・
検
査
)

(四
名)

(一
名
)
(五
名
)

沼
田
線
四
九
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

昭
和
五
十
四
年
度
総
計
七
五
名

◎
歴
代
所
長

初
代

田
中
留
次
郎

三
代
松
井
久
雄
同
三
・
一・10

五
代
吉
田
俊
之
同
三
・
二・二五

七
代
伊
藤
功
吉
同
三
・
三・
一

二
代
小
林
慶
勝
同
三
・
二・
一

玆
同
四・二・10

九
代
横岡

三
代
中
山
晁
一
同
五
・
二・
七

溝
渕

一五代◎営
業
施
設

稔
同
委
・
三・一0

昭
和
六
・10・

一

六代
市
原

四
代
市
原
藤
助
同
二七・
三・10

正
雄
同
二・二・一六

10代
野
村

三
代
高
橋

八代
平
沢
幸
晴
同
四〇・
二・
三

武
正
同
四・
二・
一

政
夫
同
四
・
二・一五

義
信
同
三
・
二・10

就
住
年
月

二
代
長谷
川
薫
昭
和二
・
三・
七

(一九名
)

営
業
―‒助

役
‒‒営
業
掛

‒‒車
両
一‒助

役
‒‒車

両
掛

(三
名
)

を
配
備
し
て
お
り、
現
在
添
乗
車
掌
路
線
は
砂
川
・
下
四
号
線
と
黄
臼
内
・
奈

井
江
間
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

◎
組
織
機
構

所
長
─‒首

席
助
役
‒

(一
名
)
(一
名
)

就
任
年月

(一
名i)

ク
待
合
室

浦
臼
車
庫
一〇
九
・
九

ク
◎
路
線
運
行
状
況
(昭
和
五
十
四
年
度
)

1
自
動
車
路
線名

石
狩
線

一三
・
六

か

総
延長

一
一〇
・二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

同
四八・

八・二
八

同
四
七・
一一
・
一

668

行新十津

川・浦

数

営
業
事
務
所
は
昭
和
十
八
年
十
月
一
日
八
四
四
・
一平
方
メ
ー
ト
ル
を
建
築
し
(事
務
所

兼
車
庫)、

昭
和二
十
年
八
月
一
日
同
附
属
建
物
五
八
五
・
四
平
方
メー
ト
ル
並
び
に
滝
川

駅
案
内
所
六
二
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル
を
新
設
し
た。

昭
和二
十
三
年
十
二
月
二
十
日
浦
臼
車
庫
二
二
九
・
一平
方
メー
ト
ル
を
新
設
し
て
営
業

を
行
っ
て
い
た
が、
そ
れ
ぞ
れ
老
朽と
な
っ
た
の
で
次
の
と
お
り
改
築
し
た
。

一四代
堀



第
十
四
節
交
通
安
全

交
通
安
全
の
推
進

自
動
車
の
普
及
発
達
は
経
済
社
会、
日
常
生
活
に
大
き

な
向
上
を
も
たら
し
た
反
面、
社
会
生
活
を
お
び
や
か
す
一
面
も
あ
り
日
常
生

活
に
変
化
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

従
来
の
路
上
歩
行
や
子
供
た
ち
の
遊
び
が
危
険
と
な
り、
道
路
の
横
断
に
も

信
号
機
の
指
示
を
受
け
、
遊
び
場
と
し
て
遊
園
地
や
自
動
車
の
駐
車
施
設
と
し

て
駐
車
場
な
ど
、
交
通
安
全
の
た
め
の
各
種
公
共
施
設
整
備
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
な
ど
が
あ
り、
戦
前
に
は
夢
想
だ
に
し
な
か
っ
た
交
通
安
全
は
今
や
社
会
生

活
に
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い、
大
き
な
問
題
と
し
て
発
展
し
た
の
で
あ

る
。昭
和二
十
年
代
の
後
半
に
入
る
と
自
動
車
が
増
加
し
て
き
た
た
め、
各
地
に

交
通
事
故
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
二
十
九
年
六
月
一
日
滝
川
警
察
署
管
内
で
も
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め、

滝
川
町
・
江
部
乙
町
・
新
十
津
川
村
・
浜
益
村
を
含
め
て、
自
主
的
な
滝
川
交

通
安
全
協
会
が
設
立
さ
れ
て
交
通
安
全
運
動
の
推
進
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
滝
川
警
察
署
と
も
ど
も
徹
底
指
導
体
制
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
かし
、
昭
和三
十
年
代
に
入
る
と
さ
ら
に
自
動
車
が
急
増
し
、
事
故も
比

例
し
て
多
く
な
り
運
転
者
自
ら
も
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
る
動
き
と
な
っ
て、

昭
和三
十
五
年
十
月
十
八
日
滝
川
自
動
車
運
転
者
会
が
発
足
し
た
。
交
通
安
全

の
啓
蒙
が
続
け
ら
れ
た
が、
全
市
的
な
立
場
の
安
全
対
策
の
必
要
性
か
ら
交
通

関
係
団
体
及
び
市
内
各
種
団
体の
代
表
者
を
も
っ
て
昭
和
三
十
七
年三
月
二
十

第
一
章
交
通
・
運
輸

七
日
滝
川
市
交
通
安
全
運
動
推
進
協
議
会
が
組
織
さ
れ、
強
力
な
安
全
運
動
の

推
進
を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
年
八
月
交
通
指
導
員
も
街
頭
に
立
つ
よ
う
に
な
り、
春、
秋
の
交
通
安
全

運
動
も
活
発
に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
三
十
九
年
五
月
一
日
滝
川
市
が
、

ま
た
同
年
十
月
一
日
江
部
乙
町
は
「交
通
安
全
地
区」
の
宣
言
決
議
を
行
い、

安
全
運
動
の
強
化
を
は
か
った
。

昭
和
四
十
年
代
に
入
る
と
事
故
多
発
傾
向
を
見
せ
始
め、
通
園、
通
学
児
童

生
徒
の
安
全
を
守
る
「
緑
の
お
ば
さ
ん
」
が
各
地
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

滝
川
市
で
は
昭
和
四
十
一
年
から
二
名
が
街
頭
指
導
を
行
う
よ
う
に
な
り、
翌

四
十
二
年
十
月
か
ら
は
交
通
指
導
員
の
結
束
が
あ
っ
て、
自
発
的
に
会
の
組
織

が
行
わ
れ、
市
内
各
種
行
事
が
あ
る
場
合
に
は
積
極
的
な
交
通
指
導
を
進
め
る

よ
う
に
な
っ
た。

交
通
事
故
に
よ
る
被
害
者
の
救
済
体
制
と
し
て
中
空
知
五
市
六
町
で
は
昭
和

四
十
三
年
四
月
一
日
中
空
知
交
通
災
害
共
済
組
合
を
設
置
し
て
直
営
方
式
に
よ

る
共
済
制
度
を
発
足
さ
せ
た
。
一日
一
円
で
万
一
に
備
え
る
互
助
制
度
で
あ
る

が
当
初
は
加
入
率
が
低
く
、
事
故
見
舞
金
が
上
回
る
赤
字
財
政
が
続
い
た
。

激
増
す
る
交
通
事
故
に
対
応
し
て
昭
和
四
十
五
年
四
月
一日
市
行
政
の
立
場

か
ら
交
通
安
全
指
導
を
は
か
る
た
め、
滝
川
市
交
通
安
全
指
導
員
等
設
置
規
則

を、
ま
た
同
年
八
月
一
日
江
部
乙
交
通
指
導
員
設
置
規
則
が
公
布
さ
れ
た
。

こ
の
こ
ろ
ま
で
全
国
的
に
交
通
事
故
死
が
増
加
傾
向
を
示
し
、
各
自
治
体、

警
察
に
お
い
て
安
全
対
策
に
熱
心
な
取
組
み
を
行
い、
事
故
減
少
の
た
め
各
種

の
施
設
整
備
や
安
全
運
動
の
積
極
的
な
措
置
が
講
じ
ら
れ、
滝
川
市
で
は
四
十

五
年
度
から
交
通
公
害
係
を
新
設
し
て
い
る
。
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第
十
一
編
交
通・
運
輸
・
治
水

最
近
一〇
ヵ
年
間
の
全
国
交
通
事
故
死
を
み
て
も
、
昭
和
四
十
五
年
を
ピ
ー

ク
と
し
て
減
少
傾
向
で
あ
り、
警
察
を
は
じ
め
関
係
者
の
努
力
が
報
い
ら
れ
た

こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

全
国
交
通
事
故
死
者
数
調
(警
察
庁
調
べ
)

昭
和四
年
一五、九一八
一四、五七四

昭
和
三
年
九、七三四

同
三
年
八、九四五

同
�
年

交
通
事
故
及
び
事
故
死
が
減
少
し
た
か
ら
と
い
っ
て、
そ
れ
で
よ
い
と
わ
け

で
は
な
く、
事
故
皆
無
を
目
標
に
安
全
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
四
十
七
年
九
月
小
学
校
を
中
心
と
し
て
半
径
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
ス
ク

ー
ルゾ
ー
ン
の
交
通
規
制
強
化、
街
頭
指
導
を
は
じ
め、
各
校下
父
兄
の
参
加

に
よ
る
登
下
校
街
頭
指
導
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

毎
年
保
育
所、
幼
稚
園
の
新
入
幼
児
に
は
黄
色
の
腕
章
・
新
一
年
生
に
は
カ

バ
ン
カバ
ー
が
篤
志
家、
団
体
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
子
供
と
老
人
の
歩
行

安
全
は
特
に
注
意
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

同
年
七
月
十
二
日
滝
川
警
察
署
に
女
性
交
通
巡
視
員
二
名
の
配
置
が
あ
り
、

街
頭
指
導
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
道
内
交
通
過
密
都
市
に
は
昭
和
四
十

五
年
か
ら
配
置
さ
れ
た
も
の
で、
空
知
で
は
岩
見
沢
市
に
次
い
で
二
番
目
で
あ

り
、
駐
車
違
反
の
摘
発、
交
通
整
理、
歩
行
者
の
誘
導
な
ど
権
限
を
有
す
る
強

力
な
指
導
体
制
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
九
年
四
月
か
ら
は
車
道
通
行
の
自
転
車
危
険
防
止
の
た
め、
積
極

的
な
歩
道
通
行
指
導
に
切
り
替
え
ら
れ、

一部
道
路
に
は
自
動
車
の
時
間
制
締

め
出
し
道
路
の
設
定
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

、
市
民
総
ぐ
る
み
の
交
通
安
全
運
動
は
現
在
も
な
お
続
け
ら
れ、
四
季
の
旬
間

月
間
運
動
や
事
故
死
絶
滅
特
別
月
間
な
ど、

一地
域
の
運
動
に
留
ま
ら
ず
全
道

全
国
的
な
運
動
の
展
開
と
し
て、
交
通
安
全
は
日
常
生
活
に
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
。

交
通
事
故
発
生
状
況一四
五

一
八〇

1

三三

四

八 111

1
111
一
五

一二
(七
)
1
1

(九
)
一
六

(一
五
四
)

二
六〇

(二
社

(一
一四)
一
八〇

(九
九)
一
五〇

(九一)
一
四
五

(六
八)
一二
〇
九
八

八
〇
七
五
三
六

三
四

三
二
二
五

負
傷
者

二二
〇

二
六
九

三
八
五

四
八
六

四
五
九

四
六
九

四
六
三

(一
六
一)

,二
七
一

(一二
七)
一
九
一

(一
一八)

(一〇
二
)

,一
五六

(一〇
四)
一
六二

(六九)
一
二
七

一〇
七 九二
八
一 四二
三
八
三
六
三
五

摘

"11 11 11 "1 11 11 "1

11 "

〃〃

"1 " " 〃二 "

で滝あ川
る市
°分内
のは 要
み旧

川
、
浜
益
の
各
市
町
分
)

川、
江
部
乙
、
新
十
津

滝
川
警
察
署
管
内
(滝

年
度

発
生
件
数

一
(一
三)
一
七

(一
)

七 九 二 六 六 四 四 〇

死
亡
者

二
一
九|

二
六
五

三
七
七

四八三
四
四
六

四
五
四

四
五
六

二
九
六

同同
四
四年
四
三
年

三
三
七

二
二
七

(二
一 八
八

(九〇)
一
四
六

(一〇
〇
)

一
四
八

(八
七)

一
二
六

(八
七)

一
三三一

(五
五
)

一〇
五
八
九
六
九
六
五
三
四
三
五
三
二
三
八

(四
)
一
〇

(三
)

六

同三九
年

同
三
八
年

同
三
七
年

同 同同
三
六
年

三
五
年

同
三
四
年

同
三
三
年

同
三
二
年

三
一年

昭
和
三
〇
年

同
五
〇
年

同
四九年

同 同 同 同
四
五
年

四
六
年

四
七
年

四
八
年

二
六
七

三
一
五

三
三
四

三二
二

七
三
〇
八
旧
滝
川
市
の
み

新
・
滝
川
市
分

11♪(
)
内

同
翌五年

同
四四年

昭
和
窒
年
一四、二五六
一六、二五七
一六、七六五
一六、三八

同 同
咒年
四九年

同
五
年
10、七三
二、四三二

同

670

計

八
)

同 同
四
〇
年

同 同
四
一
年

同
四
二
年



同 同
五二
年

昭
和
五
一
年

一三
四

一
四
七

一三
三

5 1 2 3 8

車間距離不保持
追 越 違 反

‒‒

2 2 9 8

左 折右 折 違 反
一

2 2 1

一 優先通 行 違 反

4 2 3

3 歩行者保護違反
14 1314 13 20 徐行一時停止違反
- 1 -2 整備不良車両の運転

過 労

労 運

転

1 - 最 高速 度 違 反
交差点の安全通行
違反

110 95 97126174 安全運転義務違反
4 3 9 4 8 酒醉酒気帯運転

2 2 1 2 そ の 他 不 明

1 2 5 13 歩行者の違反

同 同 同 同 昭
和 年 次52 51 50 49 48

年 年 年 年 年
147133145180267 総 数10 5

4 3 2 信 号 無 視1
1 1 5 8 16 横断後退等不適当

四 |五

二
五
四

二
一
四

二
一
四

二
〇
七

<
滝
川
警
察
署
の
資
料
調
査
>

二
五
八

新
・
滝
川
市
分

(注
・
人
身
事
故
等
と
し
て
滝
川
警
察
署
で
取
扱
わ
れ
た
も
の
で、
そ
れ
以
外
の
届
出
の
な

交
通
事
故
原因
別
(違反)

発
生
件
数
調

い
も
の
は
含
ま
れ
て
は
い
な
い。)

五三
年

二
十
四
日
江
部
乙
に
支
部
が
誕
生
し
て
安
全
運
動
も
活
発
と
な
っ
た。

協
会
会
員
と
し
て
は
管
内
市
町
村
の
運
転
免
許
所
有
者
で
会
に
賛
同
す
る
者

及
び
事
業
所、
企
業
体
で
賛
同
す
る
者
が
会
費
を
納
め
て
会
員
と
な
っ
て
い

る
。本
協
会
の
事
業
は
目
的
に
沿
い
管
内
の
交
通
安
全
運
動、
運
転
者
教
育、
一

般
住
民
へ
の
交
通
安
全
啓
蒙
で、
下
部
組
織
と
し
て
運
転
者
協
会、
交
通
指
導

員
会
、
運
行
管
理
者
会、
交
通
監
視
者
会
が
あ
り、
各
会
と
の
連
携
を
密
に
し

交
通
安
全
の
推
進
を
は
か
っ
て
い
る
。

本
協
会
の
実
績
は
高
く
評
価
さ
れ、
こ
れ
ま
で
に
昭
和
四
十
二
年
九
月
北
海

道
交
通
安
全
協
会
長
表
彰
、
昭
和
四
十
八
年
一
月
全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
表

彰
、
昭
和
五
十
四
年二
月
北
海
道
知
事
表
彰
な
ど
を
受
け
て
い
る
。

現
在
会
員
数
は
一万
三
、
〇
〇
〇
名
に
達
し
て
お
り、
事
務
所
は
滝
川
警
察

署
内
に
置
い
て
い
る
。

交通事故絶滅大行進

交通安全パレード

第
一
章
交
通
・
運
輸

滝
川
交
通
安
全
協
会

昭
和
二
十
三
年
よ
り
滝
川
町
交
通
安
全
協
会
が
設
立

さ
れ
て
い
た
が、
警
察
法
が
改
正
さ
れ
て
地
方
警
察
と
自
治
体
警
察
が
一
体
と

な
っ
て
北
海
道
警
察
が
組
織
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
滝
川
警
察
署
管
内
の
滝
川

町
新
十
津
川
村、
江
部
乙
町
、浜
益
村
の二
町
二
村
地
域
を
も
っ
て、交

通
道
徳

の
高
揚
と
交
通
安
全
思
想
の
普
及
徹
底
を
は
か
り
、
交
通
の
安
全
と
秩
序
を
目

的
と
し
て、
昭
和
二
十
九
年
六
月
一
日
滝
川
交
通
安
全
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。

そ
の
後
交
通
量
の
増
大
と
と
も
に
交
通
事
故
の
発
生
状
況
も
多
く
、
各
地
域

の
交
通
安
全
にも
徹
底
を
は
か
る
動
き
と
と
も
な
っ
て、
昭
和三
十
九
年
七
月

2 2 5

"1
二
〇
二

1

1 1
1

1

通 行 区 分 違 反

2 1 4
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十
一
編
交
通
・
運
輸
・
治
水

同 同

鶴
田
儀
夫

現〃 現" 現! 現昭

在吾在

五〇・
四・ ・ 四 1.

一

滝
川
市
交
通
安
全
運
動
推
進
協
議
会

昭
和
三
十
年
代
中
ご
ろ
か
ら
自
動
車

保
有
台
数
が
急
速
に
伸
び
る
と
と
も
に
交
通
事
故
の
発
生
件
数
も
急
激
に
増
加

し
て
き
た
。

こ
れ
は
全
国
的
な
傾
向
で
あ
っ
て
交
通
事
故
は
大
き
な
社
会
問
題
と
発
展
し

て
き
た
。
滝
川
市
に
お
いて
も
例
外
で
は
な
く、
こ
の
問
題
に
具
体
的
に
取
組

む
こ
と
に
な
っ
て
、
昭
和
三
十
七
年
三
月
二
十
七
日
交
通
関
係
団
体
や
管
公
庁

の
代
表
者
を
委
員
と
す
る
滝
川
市
交
通
安
全
運
動
推
進
協
議
会
を
設
立
し
た
。

交
通
道
徳
の
向
上
、
事
故
防
止
の
た
め、
安
全
運
動
推
進
に
必
要
な
事
項
を

協
議
し、
交
通
事
故
の
皆
無
を
期
し
て
住
み
よ
い
滝
川
市
を
建
設
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

本
協
議
会
の
事
業
は
交
通
安
全
運
動
の
企
画
立
案、
関
係
団
体、
官
公
署
と

の
連
絡
調
整、
実
施
と
設
備
の
促
進、
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
行
う
こ
と
で
あ

り、
交
通
安
全
関
係
団
体
に
対
す
る
大
き
な
調
整、
指
導
の
役
を
果
た
し
て
い

る
。
委
員
に
は
関
係
団
体
の
代
表
者
が
自
動
的
に
選
任
さ
れ
て
お
り
、
役
員
構

成
は
会
長、
副
会
長
三
名
、
常
任
委
員
若
干
名、
監
事二
名
で
あ
る
が、
当
初

か
ら
会
長
に
滝
川
市
長、
副
会
長
に
は
交
通
安
全
協
会
長、
自
動
車
運
転
者
協

会
長
、
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
長
が
当
た
っ
て
い
る
。

協
議
会
は
必
要
に
応
じ
随
時
行
わ
れ、
目
的
達
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
本
協
議
会
の
事
務
局
は
滝
川
市
役
所
に
置
か
れ
て
い
る
。

岩
崎
庄
一
昭
和
四
・
四・
一

五四・10
本
協
議
会
の
委
員
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

滝
川
市
長

滝
川
市
議
会
議
長

滝
川
交
通
安
全
協
会
長

滝
川
警
察
署
長

滝
川
自
動
車
運
転
者
協
会
長

滝
川
駅長

滝
川
自
動
車
営
業
所
長

滝
川
市
教
育
委
員
会
教
育
長

滝
川
市
社
会
教
育
委
員
長

滝
川
幼
稚
園
長

滝
川
白
樺
幼
稚
園
長

滝
川
市
P
T
A
連
合
会
長

滝
川
交
通
指
導
員
会
長

滝
川
交
通
安
全
協
会
江
部
乙
支

部長
滝
川
交
通
指
導
員
会
江
部
乙
支

部
長

江
部
乙
商
工
会
長

市
内
校
長
会
会
長

滝
川
高
等
学
校
長

滝
川
工
業
高
等
学
校
長

滝
川
西
高
等
学
校
長

滝
川
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合

消
防
長

日
本
通
運
株)滝
川
支
店
長

常
任
委
員

常
任
委
員

所

滝
川
防
犯
協
会
長

空
知
自
動
車
学
校
長

札
幌
開
発
建
設
部
滝
川
出
張
所

幌
土
木
現
業
所
滝
川
出
張
所

陸
上
自
衛
隊
滝
川
駐
と
ん
地
司

副
会
長

副
会
長

常
任
委
員

常
任
委
員

会
長

長

摘

要

滝 令陸長札長札

会
長

滝
川
商
工
会
議
所
会
頭

滝
川
農
業
協
同
組
合
長

滝
川
市
民
憲
章
推
進
委
員
長

滝川
放送
協
会長

滝
川
地
区
ハ
イ
ヤ
ー
協
会
長

滝
川
料
飲
店
組
合
長

滝
川
安
全
運
転
監
視
者
(車
)

安
全
運
転
管
理
者
協
議
会
滝
川

支
部
長

常
任
委
員
報
道
機
関
代
表
者

滝
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

江
部
乙
高
等
学
校
長

江
部
乙
地
区
労
働
組
合
協
議
会

江
部
乙
農
業
協
同
組
合
長

長江
部
乙
幼
稚
園
長

滝
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

滝
川
市
福
祉
事
務
所長

常
任
委
員

常
任
委
員

常
任
委
員

常
任
委
員

監常
任
委
員

常
任
委
員事

監
事

常
任
委
員

常
任
委
員

江
部
乙
駅
長

属
摘

要

昭
和
元九・

六・
一

在
副
会
長
田
中
君
太
郎

北
村
正
雄

四四・
在

.
二九・

六・

1一

同同同

石
坂
繁
夫

ク
四四・

四・
一

現
在

所
属

歴
代
正
副
会
長

会
長
中
島
正
雄
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運
輸 副
会
長

常
任
委
員
滝
川
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

滝
川
市
行
政
推
進
員
協
議
会
長

滝
川
地
区
運
行
管
理
者
会
長

滝
川
青
年
会
議
所
交
通
問
題
委

員
会
長

常
任
委
員

滝
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
長

滝
川
自
動
車
運
転
者
協
会

交
通
安
全
の
推
進
に
あ
た
っ
て、
警
察
の
取
締

り
だ
け
で
は
この
実
績
が
上
が
ら
ず
、
全
市
民
的
な
運
動
を
盛
り
上
げ
る
必
要

が
あ
る
。
特
に
免
許
取
得
者
が
交
通
安
全
意
識
を
強
く
持
た
な
け
れ
ば
交
通
事

故
の
減
少
に
つ
な
が
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

昭
和三
十
五
年
に
稚
内
よ
り
滝
川
警
察
署
に
勤
務
と
な
っ
た
竹
田
交
通
係
長

は
滝
川
に
運
転
者
会
が
設
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
て、
当
時
の
署
長
浦

川
武
雄と
相
談
の
う
え、
二、
三の
有
力
運
転
者
から
設
立
に
つ
いて
意
見
を

聞
き、
賛
意
を
得
た
の
で
会
の
結
成
に
動
い
た
。

こ
の
年
道
警
本
部
に
お
い
ても
交
通
警
察
の
重
点
目
標
の
中
に
「運
転
者
会

の
結
成
促
進
育
成
強
化」
が
と
り
上
げ
ら
れ
た
。

交
通
安
全
協
会
役
員
も
双
手
を
あ
げ
て
賛
成
協
力
す
る
こ
と
に
な
り
、
設
立

準
備
委
員
を
作
り、
つ
い
に
昭
和
三
十
五
年
十
月
十
八
日
滝
川
市
民
会
館
に
お

い
て
滝
川
自
動
車
運
転
者
会
の
創
立
総
会
を
開
催
す
る
に
至
っ
た
。

本
会
は二
十
条
か
ら
な
る
会
則
、
三十
五
、
六
年
度
の
予
算、
事
業
計
画
を

決
定、
役
員
を
選
出
し
て
発
足
し
、
会
の
目
的
は
運
転
者
が
道
路
交
通
の
現
況

を
自
覚
し
、
交
通
法
令
及
び
道
徳
を
遵
守
し
高
度
の
運
転
技
術
を
修
め、
親
和

協
同
の
精
神
を
培
い、
交
通
安
全
と
秩
序
の
維
持
に
貢
献
す
る
こ
と
に
あ
る
。

会
の
事
業
と
し
て
は、
1
交
通
法
規
の
講
習、
2
運
転
技
術
の
実
務
訓
練、

3
レ
ク
リ
エー
シ
ョン
の
実
施、
4
先
進
都
市
及
び
優
良
運
転
者
会
の
視
察
調

査
、
5
警
察
署
、
交
通
安
全
協
会、
そ
の
他
関
係
機
関
と
の
連
絡
協
調、
6
免

許
(許
可)
証
の
定
期
検
査、
再
交
付
申
請
な
ど
の
事
務
連
絡、
7
優
良
会
員

の
表
彰、
8
資
料
の
配
布、
あ
っ
せ
ん、
交
換、
9
そ
の
他、
な
ど
を
行
う
こ

と
に
し
た
。
翌
昭
和
三
十
六
年
十
一
月
に
協
会
と
名
称
変
更
し
た
。

本
協
会
は
四
季
の
交
通
安
全
運
動
実
施
要
領
を
定
め、
交
通
道
徳
の
昂
揚、

秩
序
の
確
立
な
ど
安
全
運
動
を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
て
現
在
に
及

ん
で
い
る
。
会
員
は
滝
川
地
区
全
域
の
自
動
車、
原
動
機
付
自
転
車
の
運
転
免

許
者
で、
約
一
万
五
千
名
に
達
し
て
い
る
。

事
務
局
は
滝
川
警
察
署
内
に
お
い
て
い
る
。
会
設
立
後、
婦
人
部、
青
年
部

が
で
き、
特
殊
事
業
と
し
て
老
人
ホ
ー
ム、
保
育
所、
幼
稚
園
を
訪
問
し
て
交

通
安
全
の
普
及
を
行
っ
て
い
る
。

歴
代
会
長
・
副
会
長

副
会
長

会
長

居
林
田
中

清
義 茂

君
太
郎

田中
奥
田
朝
吉

武
田
セ義
雄

北神
部
富
美
子

中
西
清

峰
田
中
村
春
松

同
四
・一

同
四四・

五

・一

昭
和
芸
・二・一

就
任
年
月

SSSSSSSSS

～ ～ ～ ～

現
在

現
在

同
四五・一
現
在

現
在

同
五・一

同
四
・一・一六

同
四〇・一

同
四
・一・一六

昭
和
望
・一

現
在

退
任
年
月

来、
役
員
数
名
が
自
発
的
に
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け、
通
園
通
学
児
など

滝
川
交
通
指
導
員
会

自
動
車
運
転
者
会
が
昭
和
三
十
五
年
に
発
足
し
て
以

千
田
栄
子
同

至同

勲 一

同
四
・一

同
四・

同
四・

s ～
イ

同

同 同同

右 右 右 右

同同同

同 同
・

同 同 同
同

中
央バ
ス(株)滝川

営
業
部長

滝
川
地
区
労
働
組
合
協
議
会
長

滝
川
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
長

滝
川
市
青
年
団
体
協
議
会
長
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水交通安全指導

婦人指導員の街頭指導

に
対
す
る
交
通
安
全
街
頭
指
導
活
動
を
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
かし
、交
通
事
故
は
増
加
傾
向
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、よ
り
指
導
強
化
を
は

か
る
た
め、地

域
ご
と
に
交
通
指
導
員
を
選
出
し
ても
ら
い、
一
七
〇
名
を
超
え

る
会
員
に
よ
り
昭
和
三
十
七
年
八
月
に
自
主
的
な
交
通
指
導
員
会
を
組
織
し

た。毎
朝
夕
に
全
員
輪
番
に
小
学
校下
な
ど
の
要
所
に
立
ち
交
通
指
導
に
あ
た

り、
交
通
安
全
の
一
日、

一五
日
に
は
全
員
が
街
頭
指
導
を
す
る
こ
と
に
し

た。昭
和
四
十
二
年
十
月
危
険
性
を
伴
う
街
頭
指
導
で
あ
る
た
め、
市、
警
察
署

安
全
協
会
で
は
交
通
指
導
員
を三
者
に
よ
り
委
嘱
す
る
こ
と
に
な
り
、
一七
名

が
委
嘱
さ
れ、
あ
ら
た
めて
滝
川
交
通
指
導
員
会
が
発
足
し
た
。

昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
に
滝
川
市
交
通
安
全
指
導
員
等
設
置
規
則
が
公
布

さ
れ、
江
部
乙
町
で
も
同
年
八
月
一
日
江
部
乙
交
通
指
導
員
設
置
規
則
を
公
布

し
て
、
指
導
員
の
身
分
を
市
町
の
非
常
勤
特
別
職
と
し
た
。

会
の
組
織
と
し
て
は
会
長
、
副
会
長
、
常
任
理
事、
理
事、
監
事
を
置
き、

会
員
分
担
と
し
て
事
務
部、
広
報
部、
研
究
部、
指
導
部
及
び
機
動
隊
部が
あ

り
、
機
動
隊
は
指
導
車
に
よ
り
交
通
安
全
広
報
活
動
を
行
う
こ
と
に
し
て
い

る
。交
通
指
導
員
は
各
事
業
所
か
ら
選
出
さ
れ、
現
在
三
六
名
範
囲
で
任
免
さ
れ

て
お
り
平
均
年
齢
は
四
〇
歳
で
あ
る
。
業
務
は
交
通
事
故
の
整
理
誘
導
、
各
種

行
事
等
の
街
頭
雑
踏
整
理
を
警
察
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
奉
仕
の
精
神
を
も
っ

て
出
動
し
て
い
る
。

な
お、
昭
和
四
十
四
年
七
月
滝
川、
江
部乙
、
新
十
津
川、
浜
益
の
交
通
指

導
員
連
合
会
(会長
中
西清一)

を
発
足
さ
せ、
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
に
は
中

空
知
広
域
交
通
指
導
員
会
協
議
会
(会長

中
西清
一)
を
設
立
さ
せ
る
な
ど
広
域

交
通
指
導
の
中
心
的
な
運
動
を
展
開
し
た
。
さら
に
昭
和
五
十
四
年
八
月
北
海

道
交
通
安
全
指
導
員
連
絡
協
議
会
に
加
入
し
た
。

歴
代
会
長
・
副
会
長
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